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関する民俗分類の予備的報告

吉 田 集 而＊

Preliminary Report of Folk Classification on Iwam Agriculture, 

        East Sepik Province, Papua New Guinea.

 Shuji  YOSHIDA

   This is a preliminary report on research that I conducted 
among the Iwam of the May River area, East Sepik Province, 
Papua New Guinea, in 1984. It focuses on agriculture from the 

perspective of folk classification. The Iwam group consists of 
about 3,000 persons, whose subsistence depends heavily on the 
swamp cultivation of sago palm, taro, bananas, sugar cane, 
breadfruits and pandanus, complemented by hunting and fishing. 

   In this paper, I discuss, a) The status of cultivated plants in 
Iwam folk classification of plants and folk taxonomies of varieties 
of each cultivated plant; b) Folk classification of land, and the 
cultivation methods of the main  crops; and c) Cooking methods 
and cognition of taste. 

   Cultivated plants are often discussed in a connection with 
a general classification of plants, and the general principles of 
folk classification were presented by Berlin et al [1973]. Although 
the Iwam vaguely recognize the domain of plants, cultivated 

plants may be better understood as a subset of food rather than 
as a subset of plants, because the interest of the Iwam focuses on 
whether these plants are edible or not. Morphological classifi-
cation in terms of growth habit is seen under the taxon of culti-
vated plants, and the food classificatory system without animal 
food corresponds to that of cultivated plants. 

   The Iwam recognize several varieties of cultivated  plants: 
There are 9 varieties of sago palm, 9 of pandanus, 13 of sugar 
cane, 18 of taro, 6 of sweet potato, 5 of yam, 51 of bananas, and
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1 of breadfruits. Apart from bananas and taro, folk taxonomies 
of these cultivated plants are depicted each with classificatory 
characters (Fig. 8, 9, 10, 11, and 12). Although general in-
formation on bananas and taro was collected, their classifications 
are not yet fully analyzed. This is because information regarding 
them is retained mainly by the women, with whom it was difficult 
to communicate. These topics remain for future research. 

   The Iwam agricultural system is discussed in terms of the 
folk classification of land, method of obtaining sago starch, the 
cultivation of breadfruits, garden-making and the relationship 
between seasonal cognition and cultivation. 

   Iwam cooking methods are simple. The method used main-
ly is wrapping food in leaves and then roasting. This is classified 
as steaming. Stone-steaming is a variant. Another category is 
roasting. Stone boiling is used only for sago starch, the cooking 
of which is the most complex food handling techniques (Fig.  23). 
Iwam cognition of taste is interesting when compared with 
that of other groups since their terms for describing taste are 
differentiated. This may be a sample of one of the most simple 
cognition patterns of taste.
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１． は じ め に

１．１． 報 告 の 目 的

　本報告は１９８４年９月 ４日か ら１１月１３日までの期間の内６０日間，東部セピック州メイ

・リバー （Ｍａｙ　Ｒｉｖｅｒ）地方の アライ （Ａｒａｉ）村で住み込み調査を行なった際に得た

資料にもとついている１）。６０日間という短期間の調査であるため，その結果には自ず

から限界があり，予備調査の域を出ない。各所にみ られる問題点は次回の調査で明ら

かにすることにして，今回の調査で明らかになった点について報告 したい。特にこの

地域における調査報告がほとんど皆無である状態では，暫定的な報告であっても，そ

れなりの価値があると考えている。

　さて，本報告はイワム（Ｉｗａｍ）族の栽培から口にいたるまでの過程を民俗分類に焦

点をあてて記述 しようとしている。すなわち，できるかぎり彼 らの民俗分類的な認識

でもって，その過程の全体像をかきあげてみようという試みである。そのように試み

ようとする理由のひとつは，どのような認識であれ，その最も基本 となる認識は分類

的認識であると考えているからである。それをまず捕えることが，その民族を理解す

る最初の手がかりであると思 う。また，そうした分類的認識をとりあげることはまさ

に民族誌の記述に適 していると考えたからでもある。 しか し，すでに他で述べたよう

に，どのように分類 しているのかだけが大切なのではな くて，何故そのように分類 し

ているのかを問 うことがより重要である ［ＹｏｓＨＩＤＡ　Ｉ　９８０：１１３］。すなわち，その分

類の意味を明らかにしなければ，民俗分類の研究の半分でしかないと考えている。と

はいえ，それには少 しの注釈が必要である。すなわち，民俗分類にも文化 と深 くかか

わっているものと，さしてかかわっていない分類 とがある。前者の分類 は，その文化

を理解する上で鍵となるような認識である。そのような分類的認識は，おそらく多義

性をもった認識であり，それゆえに多 くの事柄を含みえる分類であると思われる。そ

して，文化の記述において，このような分類は欠 くことのできないものである。たと

えば，日本における味の分類は，単に味の分類にとどまらず，人間の分類や人間関係

にまでかかわっている。一方，文化と深 くかかわっていない分類というものは，逆に

それが適応される場面の限 られたものをいう。たとえば，日本の大工道具の分類は大

工仕事以外にはほとんどかかわ らないであろう。 しか し，その分類もその文化を理解

１）本調査は昭和５９年度文部省海外学術調査研究補助金 （課題番号 ：５９０４１０８７）による調査であ

り，本稿は，その成果の一部である。また，共同研究 「パプアニューギニアにおける社会 ・文

化変容の比較研究」（研究代表者　畑中幸子）における著者の成果の一部でもある。
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する上では場面は限 られていて も，やはり大切なことと考えられる。それゆえ，民族

誌としてはこの両方を記述 した方がよい。特に，その文化に入 ったとき，どの分類が

鍵となるかは予想のできないことであり，ともかくはどのような分類的認識であろう

とも明らかにしておかねばならない。その上で各分類間の相関関係をとりあげるのも

ひとつの方法論であると考えている。そして，ここでとりあげようとしている分類の

ほとんどは，恐 らく後者に属する分類であると恩われるが　なおどのような広がりを

持つかは明確ではな く，その点は保留 しておかなければな らないであろう。

　本報告は，そういう点ではなお初歩的な記述でしかない。それは，とりあつかおう

とする材料が，彼 らの生計に直結 した，極めて日常的な事柄であるということとも関

係 している。 しか し，逆にこうした彼 らの生活の基礎からの記述は，民族誌の記述と

しては欠 くことのできないものであろう。また，このように民俗分類を正面にかかげ

て，民族誌的記述を行なおうという試みも少ないのではないかと思われる。

１．２．　 調 査地 の選定 とイ ワ ム族

　本調査の当初の主 目的 は次 の ２つで あった。

（１）　 東部 セ ピック州 と西部 セ ピック州 との州境 で進行中の ブ リエダ鉱山開発 にとも

な う周辺地域 の民族 の文化変容。

（２）　 比較 的開発の進んでいない， 同時 に調査報告 も少 ない高地 と低地 との中間地帯

に住 む人 々の文化の民族誌 的記述。

　 しか しなが ら，調査開始直前 にブ リエダ鉱 山は，銅 の国際的価格の下落の予想 か ら

一時的に鉱 山開発を中止 した。 そ して， ブ リエダ ・べ一ス ・キ ャンプ も一時的に閉鎖

される ことにな った。 そのた め， プ リエダ ・ベース ・キャンプの使用が不能にな り，

（１）の 目的よ りも （２） の目的 に重点を移 すことに した。 しか し，今後の調査におい

て ブ リエダ鉱 山開発 にともな う文化変容を とりあつか う可能性 を考慮 して， ブ リエダ

鉱山に近 い地域を調査地 に選定す ることに した。

　ブ リエダ鉱 山は， セ ピック河の一支流， ニアール （Ｎｉａｒ）川 の上流で開かれよ うと

してい るが，この流域 は極 めて人 口が稀薄 であり，調査地 として は不適であると思わ

れた。 それ故，ひ とつ上流 の支流， メイ川流域 を調査地 とした。 そ して，高地 と低地

との交 流の実態を調査す ること も考慮 し，高地側の ミア ンミン （Ｍｉａｎｍｉｎ）族 と低地

側のイ ワム （Ｉｗａｍ）族 の地域 を調査地域 として選定 した。 そ して，筆者 が イワム族

の地域を分担す ることにな った。

　さて， このイワム族 はメイ川下流および，セピ ック河本流の メイ川 との合流点か ら
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ワリオ （Ｗａｒｉｏ）川 との合 流点までの セ ピック河沿 いに住む入 々で，１９８０年の人 口統計

で約 ３千人の人 口をもつ。イ ワムという名称 は彼 らの自称で はな く，セ ピック河下流

の人々か らの呼称であ り，彼 ら自身 はこの名称 を好 まず，自 らは トゥナ ッフ。（Ｔｕｎａｐ）

と称 して いる。それはメイ川を彼 らは トゥナ ップ川 とよび， トゥナ ップ川流域 に住む

人 々とい う意味で トゥナ ップと自称 している。 しか し， トゥナ ップ とい う名称 は少 な

くとも現在で は隣…接す るニモ （Ｎｉｍｏ）族やイナグ リ （Ｉｎａｇｕｒｉ）族，アマ （Ａｍａ）族 な

ども含 まれる。一方 で セピック河本流に も同 じグル ープの人 々が住んでい るし，また，

彼 らがメイ川 に移動 して きたの も新 しく， トゥナ ップ とい う名称 を彼 らに対 して用 い

るのは不適 当と思われ る。 そのため， これまでの慣用 に従 ってイ ワム族 と呼ぶ ことに

す る。

　彼 らの話す言語 は， Ｓｅｐｉｋ－Ｒａｍｕ　ｐｈｙｌｕｍ の Ｓｅｐｉｋ　ｓｕｂ－ｐｈｙｌｕｍ，　ＵｐＰｅｒ　Ｓｅｐｉｋ

ｓｔｏｃｋ，　Ｉｗａｍ　ｆａｍｉｌｙに属 し， ２つの方言 が知 られて いる （図 １）。 すなわ ち， セ ピッ

ク河本流の セピック ・イワム語 とメイ川を中心 としたメイ ・リバ ー ・イ ワム語の ２つ

である。 しか し，私 の乏 しい経験か らではあるが，メイ川沿 いの村 々で話 されて いる

言語 と内陸部の村々で話 されて いる言語 とは少 し異な るよ うである。 この点 につ いて

は， 現在 Ｎｅｗ　Ｔｒｉｂｅ　Ｍｉｓｓｉｏｎ と呼ばれ る人 々が， この地域一帯で言語学的調査 を

進めてお り， いずれ明確 になるもの と期待 され る。 これ までにイワム語 について書 か

れた もの はわ ず か で あ り， セピック ・イワム語 については， Ｌａｓｚｌｏ と Ｒｅｈｂｕｒｇ

［１９７０］， メイ ・リバ ー ・イ ワム語で は Ｃｏｎｒａｄ［１９７１］の報告があ る程度 である。

　 イワム族 の文化 についてはほとん ど知 られて いな い。ひ とつは，行政の中心地 であ

るウェワク市 か らもっとも離れた地域で あり，なお低湿地の不健康地 であること。一

方 でセピ ック河 中流 にみ られ るようなみごとな芸術 品 も，派手な通過儀礼 もみ られな

い。恐 らくこれまで に人類学者が このあた りにも入 った ことがあ るであろ うが，一見

して興味 をそそ られるよ うな特徴のない文化であ り，注 目され ることな く，これ まで

は見す ごされて きたので はないか と想像 される。筆者 にして も先の事情 がなけれ ば，

あるいは この地域を選定 していなか ったか もしれ ない。

　 なお，イワム族 に隣接 す る人 々を概説 してお くと， まず メイ川 の上流 にはミァ ンミ

ン族が住 む。彼 らについて は Ｇａｒｄｎｅｒ［１９８０，１９８１，１９８３］と Ｍ ｏｒｒｅｎ［１９７４，１９７９，

１９８１］の報告 がある。 言語学的には， Ｔｒａｎｓ－Ｎｅｗ　Ｇｕｉｎｅａ　ｐｈｙｌｕｍ の中の Ｃｅｎｔｒａ１

＆ Ｓｏｕｔｈ　Ｎｅｗ　Ｇｕｉｎｃａ　ｓｔｏｃｋ，　Ｏｋ　ｆａｍｉｌｙ，　Ｍ ｏｕｎｔａｉｎ　Ｏｋ　ｓｕｂ－ｆａｍｉｌｙ に属す。 ミァ

ンミン族 とイワム族 にはさまれた地域 には， Ｌｅｆｔ　Ｍ ａｙ　Ｒｉｖｅｒ　ｐｈｙｌｕｍ－ｌｅｖｅｌ　ｆａｍｉｌｙ

に属す言語を話す人 々がいる。彼 らの総称 は自称 ・他称 ともな く，村単位 でイナグ リ
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図１ メ イ 川 付 近 の 言 語 地 図

(Language Atlas of the Pacific Aria  0 Sepik Province  [LAYCOCK 1981] の図を修正 して作製 したものである）
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の人 々のように呼ばれているだ けであ る。言語グループと して は，その代表的 な村の

名称 を とり，ニモ語 とかイナグ リ語のよ うによばれてい る。彼 らについて はほ とん ど

報告がな く，興味 ある人 々である。筆者の得 た資料か ら推定す ると， もともとメィ川

流域を中心 として広 く居住 して いた人 々であ るが，川上か ら ミア ンミン族，川下 か ら

イワム族が進出 して くると，徐 々に追 い立て られ現在の ような地域 に居住す るように

なった と思われる。現在で も狩猟 は非常 に重 要な ウエイ トを もち，その他 にサ ゴ採 集，

根栽類 （バ ナナ，タロイモな ど） の栽培 を行 な っている。住居 は高床 で，村 は常 に尾

根筋の上 につ くられる。彼 らの生活 は， ミア ンミン族や イワム族のそれよりも外部 の

影響 が少 な く，なお伝統的文化を よく残 して いるようである。

　 セ ピック河の メィ川合流点 よりも上流にはナ ミエ （Ｎａｍｉｅ）族 が住んでいる。 言語

学的 には Ｓｅｐｉｋ　ｓｕｂ－ｐｈｙｌｕｍ，　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｒｉｖｅｒ　ｓｔｏｃｋ－ｌｅｖｅｌ　ｆａｍｉｌｙに属す。 かつ てイワ

ム族 とはかなりはげ しい戦闘 を行 なっていた らしい。 下流側 にはチ ェナ ビ （Ｃｈｅｎａ－

ｐｉａｎ）族， ウォガム シン （Ｗ ｏｇａｍｕｓｉｎ）族 が住んでい る。 彼 らの言語 はイワム語 と

近 く， 同 じ ＵｐＰｅｒ　Ｓｅｐｉｋ　ｓｔｏｃｋ に属す。 ワリオ川に は Ｌｅｏｎｈａｒｄ－Ｓｃｈｕｌｔｚｅ　ｓｕｂ・

ｐｈｙｌｕｍ－１ｅｖｅｌ　ｓｔｏｃｋ に属す言語を話す人 々が 居住 してい るが， 彼 らとはメィ川のイ

ワム族 はほとんど直接的な交渉 はなか った ようであ る。

１．３．　 調査 地 および ア ライ村 について

　メイ川流域の中心地 は政府のパ トロール ・ポス トのあるメイ ・リバ ーである。 ウェ

ワクか ら軽飛行機 で約 １時間の距離であ る。軽飛行場 はパ トロール ・ポス トか らモー

ター ・カヌーで１５分 ，パ ドルで こいで １時間上流 のマニ （Ｍａｎｉ）村 に隣接 して あ る。

筆者の調査地 アライへ はポス トか らこいで約 ６時間 ，距離 に して 約 ４０ｋｍ ほど上 流

であ る。実際には、寄 り道 した り休んだ りして１０時間位かか っている。

行政的な区分で は、 アライ村 は ウム （Ｕｍｕ）か らマ ミ（Ｍ ａｍｉ）までを含んで いるが，

実際上 はアライを中心 と した ウムか らウォシニ （Ｗ ｏｓｉｎｉ）まで と， マ ミを中心 と した

ウマ ウイ （Ｕｍａｕｉ），ブラガ ビイ （Ｂｕｒａｇａｂｉ）を含んだ地域の ２つ に分 かれる。 この聞，

パ ドルで ２時間ほどの距離があ り，それぞれ異な った リネージで構成 されて いる。た

だ し， マ ミな どはア ライか ら分 かれて造 られた村である故 にアライ村 として行政的 に

ひ とつの村 とされている。

　 イ ワム族 の住む もっと上流 の村 は，アライ とさらに上流の ブルマイ （Ｂｕｒｍａｉ），ワヤ

ップ （Ｗ ａｙａｐ）の ３村で ある。 そ してワヤ ップは新村であるが，他の ２村 はイワム族

の村 として はもっとも古 いものであ る。 ワヤ ップより上流 では， 出造 り小屋 があるだ
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図 ２ メ イ 川 流 域 の 調 査 地 域

（本 図 は Ｔｈｅ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍ ａｐＰｉｎｇ　Ｂｕｒｅａｕ発 行 の １０分 の １の地 図 を もと に し，居 住 地 とそ の 名称 ，

川 や 山 の名 称 を 現地 で の観 察 ・伝 聞 に も とつ いて 書 き加 え た もので あ る）
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けで あり，それよ りさ らに上流にゆ

くとミァ ンミン族 の土地 に入 る。 す

なわち， ホ ッ トミンにいた る。筆者

の調査地域 は，パ トロール ・ポス ト

か らミァ ンミン族の住 むホ ッ トミン

村，さらに レフ ト・メイ （Ｌｅｆｔ　Ｍ ａｙ）

川 のニモ村 までの範囲であ り，調査

の中心地 はア ライであ る。

　 調査当時 ，ア ライには６軒， ９家

族 ４６人， ウム には １軒， ２家 族 １４

人，ウォシニ には ２軒，３家族１８人 が

住んでいた。 ただ し，パ トロール ・

ポス トの小学校 にア ライか ら４人 ，

ウォシニか ら２人 ，ウムか ら１人 出

て おり，時折帰 って くるだけであ っ

た。 また調査当時，ある一家 は主人

を除 いて妻 と子供 ６人 がホ ッ トミン

に住ん でいた。 また，かな り頻繁 に

写真 １． 「アライ村の全景」川にそって家がたてられ

　　　 ている。村にはココヤシなどが植えられてい

　　　 る。

出造 り小屋 に出ているた め，村 に滞在 して いる人の数 は、 その半数以下であるのが普

通 であった。一方，パ トロール ・ポス トか ら最上流の村 ワヤ ップまで，２２の居住地 が

み られ る。新村 ワヤ ップの１１軒をのぞけば， １軒 から８軒 の家か らな り，人口密度 は

かな り稀薄で ある。そ して居住地をつな ぐのはカヌーのみであ る。

　 １０年ほど前 に， キ リス ト教 の一派であ る Ｓｅｖｅｎｔｈ　Ｄａｙ　Ａｄｖｅｎｔｉｓｔが一時布 教に入

った ことがある。 あちこちに その信者 の 名残がみ られ， アライで も２人が Ｓｅｖｅｎｔｈ

Ｄａｙ　Ａｄｖｅｎｔｉｓｔの信者であ った。 しか し，タバ コやベテル ・チ ュウイ ングの禁止 ，ブ

タや，サゴヤ シにつ く虫を食べて はいけない とい うよ うな， この地域の人 々に とって

は最 も基本的な事柄 の禁止 を含 む厳 しい戒律の故に，布教 はあまり成功 しなか った よ

うであ る。 また，Ｎｅｗ　Ｔｒｉｂｅ　Ｍ ｉｓｓｉｏｎ は言語の調査が 目的であ り， キ リス ト教の布

教 にはほとんど関与 してお らず，原住民 との接触 も極 めて少 ない。

　 この ように，白人 による影響は比較的少な く，全体 と して は明 らかに近代化の方向

に向 ってい るが，なお伝統的な生活 を保持 してい る人 々である。
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２． 栽培植物の種類

　 ２．１．　 食用植 物 の概 要

　イワム語には植物に対応する語はない。 しかし，動物や石とは異なった物であるこ

とは充分に承知している。そのため，植物というカテゴリーを設定することは可能で

あるが，このカテゴ リーは彼 らにとっては極めて稀薄なものであると考えられる。

　植物についての彼 らの最大の関心事 は食べ られるかどうかにかかっている。家を造

ったり，カヌーを造 ったりするのに用いる植物には二次的な関心 しかもたないと思わ

れる。 しかし，食用植物に対応する語はない。

　植物の中では， まずサゴヤシと ｎａｉｎｉｇｕ よばれるグループと，果実の３種からな

図３　植 物 の 分 類

６２４



吉田　 パ プアニ ューギニア，イ ワム族 の農耕に関す る民俗分類の予備的報告

図４ 食 べ 物 の 分 類

る食用植物が突出している。 そして， それ以外の植物については Ｂｅｒｌｉｎ らのいう形

態的な分類がみられる ［ＢＥＲＬＩＮ　ｅｔ　ａｌ． １９７３：２１４－２４２］。

　 しかし，Ｂｅｒｌｉｎらの一般論からみて，この分類は少 し奇妙 に思われる。食用植物が

突出しているのが奇妙であるし，それ らの中でも形態的な分類がみられるか らである。

これは，上位概念としての植物 という意味領域の設定に問題があるのではないかと気

付かせる。先に述べたように，植物全体というカテゴ リｒは彼 らにとっては極めて稀

薄であり，関心はむしろ食べられるかどうかにある。

　そこで，食べ物の分類を聞いてみた。食べ物 （ｎａｅ）は，まずサゴヤシが他のものと

異なった ものとして分けられる。それは主食であり，調理法として湯が用いられる点

で特異である。その他は副食ないしは代用食であり，かつ湯を用いるような調理法は

伝統的にはなされない。次に動物性の食品が分け られる。ブタや ヒクイ ドリ，他のさ

まざまの鳥や魚がこの中に含まれる。 しか し，動物性食品に対応するような名称はみ

られない。さらに残りは，普通は焼いて食べ られる食べ物と，生で食べる食べ物か ら

なる。 前者が ｎａｉｎｉｇｕであり，後者が果実類である。 ただし，果実という語をイワ

ム語は欠いている。果実はそれぞれの果実ごとの個別名しかない （実は種子という総

称名も欠いており，それぞれの種子ごとの個別名 しか知られていない）。

　食べ物の分類をみることによって，先の植物の分類は容易に理解できる。彼 らにと

って，植物という意味領域はほとんど意味をもたないものであるが，それでいて，な

お漠然 とした 「植物」の概念はある。そこへ，植物という意味領域の設定の中での調

査者の質問に対 して，食べ物の分類概念をもちこんだ，と考えられる。そこでは植物

というカテゴリーを意識 して動物性食品は除かれた形で適用されていたのである。

　私達は往々にして，無意識の内に私達の概念を異文化の中にもちこもうとする。イ

ワム族の場合では， 「植物」という概念はまさにそれであった。 植物という概念は決

してないわけではないが，植物というカテゴリーで質問するかぎり，彼 らの中ではほ
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とんど意味のない分類 を 強要 することにな って しまって いた。 Ｂｅｒｌｉｎ らの生物 の分

類 における普遍性 とい うのは，外側か らの強制 によるこのよ うに意味のない分類 の普

遍性 であった可能性 が極 めて高 い。 なぜ な ら， Ｂｅｒｌｉｎ らが提示 してみせた形態的分

類 （あるいは一般 的分類） が， ほとん どの文化 にお いてたい した意味を もって いなか

った ということで も明 らかで ある。

　 またこの例 か ら，分類 というもの は目的あるいは意味領域 の設定などに応 じて， ど

のよ うにも分類 が可能 である ことを示 している。 そ して，それぞれの文 化で私達 が見

い出さなければな らないのは，分類その ものよ りも， その文化 において意味ある意味

領域 の発見なのであ る。

　 さて，動物性食品を除いた食べ物 についてさ らに考察 してみよ う。

　 まず， サゴヤ シは栽 培サゴヤ シと野生サゴヤシに分 け られ る。 これ より下位 の分類

について は， サゴヤ シの項 にゆず ることにしよ う。果実 も下位 に個別名が並 ぶだけで

あ る。 問題 は ｎａｉｎｉｇｕであ る。

　ｎａｉｎｉｇｕ は栽培の ｎａｉｎｉｇｕ（ｕａｎ　ｎａｉｎｉｇｕ）と野生の ｎａｉｎｉｇｕ（ｗｅｉｋｉ　ｎａｉｎｉｇｕ）に分

け られる （図 ５）。 ｕａｎ はオノの意味であ り，オノで畑を開 き， その畑で栽培 されて

い る ｎａｉｎｉｇｕ というわ けであ る。 栽 培 とい うよりも， 畑の ｎａｉｎｉｇｕ とい う方 が適切

であるかも しれない。 もう一方の ｎａｉｎｉｇｕの ｗｅｉｋｉは森 とい う意味であ り， 森 に自

然に生 えて いるのを 採集 して くる ｎａｉｎｉｇｕ というわ けである。 野生サ ゴヤ シに も同

じ語 が用 い られてい る。

　 ところが，畑の ｎａｉｎｉｇｕの中で， さ らに ｎａｉｎｉｇｕ とい う語 がみ られ る。 これは葉

菜 とい う意味 に対応す ると考 え られ る。 そ して， 実は ｎａｉｎｉｇｕ の中心的な意味 は こ

の葉菜 である。 分類の上位 にみ られた ｎａｉｎｉｇｕ は派生 的な， あるいは拡大された意

味の ｎａｉｎｉｇｕ （副食 ・代用食の植物性食品） である。 この ことか ら， もともとは野生

・栽 培の区別な しに
，葉菜 としての ｎａｉｎｉｇｕ とい う語 がつかわれていた と思われ る。

恐 らく，野生の もの に対 して用 い られていたのがは じめであろ う （図 ６－Ａ）。 その後

に， 栽培種 が導入 され， 畑の ｎａｉｎｉｇｕ と森の ｎａｉｎｉｇｕの区別 が行なわれ るよ うにな

る。 この変化の段階 で は葉菜 とい う意味 は変 っていないと思 われる （図 ６－Ｂ）。 と こ

ろが， 畑 の １１ａｉｎｉｇｕ という語が現れ ると， 畑 で植 え られている他の作物 まで も， 畑

の ｎａｉｎｉｇｕ に含 まれるようにな る （図 ５）。葉菜 という意味よ りも畑 に植え られて い

るものという意味 に重 点がかか り，意味が転化 あるいは拡大 した と考え られる。

　 ところで， 畑 の ｎａｉｎｉｇｕ にバ ナナやパ ンノキな どの他 の作物 を含め るかどうかに

ついては世代差があ る。 老人達 は栽培 と野生の ｎａｉｎｉｇｕ の区別 は認めて も，栽培の

６２６
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図 ５ Ｎａｉｎｉｇｕ の 分 類 （１）

ｎａｉｎｉｇｕ にバ ナナな どを入れ るのに賛成 しない。 すなわち， もとの葉菜 とい う意味 し

か認 めない。 それ に対 して， 比較的若い世代 の人 々は， 栽培の ｎａｉｎｉｇｕの中にバ ナ

ナな どを含 めようとす る。 それ は， この意味の変化が今起 こりつつあるところであ る

ことを示 して いる。 そ して，それを引 き起 こさせたのは外来語であ るピジ ン語の影響
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図 ６　Ｎａｉｎｉｇｕの分類の発展
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であるかも しれない。若 い世代 の人 々はほとんど ピジ ン語が話せ るが，老人達 はピジ

ン語があまり話せない。 そ して ピジ ン語が新 しい概念 を彼 らにもた らしたのか も しれ

ない。 しか し，伝統的 とい う点か らみれば， 図 ５よ りもむ しろ図 ６－Ｂの方が イワム

族の分類概念 と してはよ り適当であ ると思われ る。

　 さて，野生 の食用植物 のにつ いて少 しふれてお こう。最 も頻繁 に食されるの はシダ

類の新芽である。特 に，ｎａｕｉ（Ｔｈｅｌ２Ｐｔｅｒｉｓ　ｓｐ．）はその中で もよ く採集 されている。好

まれ るとい うよりも，畑 の縁 や森の中で最 もよ く見 かける種 であ る。 また， ｋｅｉｇｕｒｏ

（Ｓｔｅｎｏｃｈｌａｅｎａ　Ｐａｇｕｓｔｒｉｓ）や ａｕｇｕｒｏ （Ｌｏｍａｇｒａｍｍａ　ｓｐ．）な どの 蔓性の シダ類の新芽，．

ｓｏｍｕｉ（１）ｉｐｌａｚｉｎｍ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ），　ｓｉｏｐ（・Ｄ．　ａｃｃｅｄｅｎｓ）の新芽が食 されている。 シダ類 だけ

でな く， サ トイモ科の ｕｗｅ（Ｐｈｏｔｈｏｓ　ａｌｂｅｒｔｉｓｉｉ），　ｕｉ（ＳｃｉｎｄａＰｓｕｓ　ｓｐ・），　ｍｏｕｉ（ＳｃｉｎｄａＰｓｕｓ

ｓｐ．）などの蔓性植物 の新芽 も利 用されて いる。 これ らの中で，サ トイモ科植物 の新芽

を食べ るというのはめず らしいよ うで， Ｐａｉｊｍａｎｓの非常 によく拾 われたパプ ァニ ュ

ーギニァの食用植物 の表 ［１９７６：１０８・－１１２］にも記載 されていない
。 また，Ｌｏｍａｇｒａｍｍａ

の記載 も見えない。 ｎａｕｉについで よ く食されるのは ｐｉａｋｕ（Ｇｎｅｔｕｍ　ｇｎｅｍｏｎ）であ る。

これ は新芽 が食 され るのが普通であ るが，果実のな る時期 にはその種子 も食 され る。

ウ リ科の果実，ｍｅｉｎｏ はニガゥ リに似 た ウリで あるが，その赤 い種子のまわ りのパル

プ質が好 まれている。この好み はパ ンダナスと共通 した もので あろう。ｕｒｉｍｉ（Ｈ２ｄｒｉｌｌａ

ｖｅｒｔｉｃｉｔｔａｙａ） とよばれ る水草 は一度乾燥 してそのまま食べ られ る。 ただ し， 水草 の類

もこの一種 にとどま らず，さまざまな ものが食べ られてい る。ｎｏｗｏｍｉとよばれ るキ

ノ コは好 んで食べ られるが， キノコもこの一種 とい うわけで はない。

　 ここにあげた例 は彼 らが食す植物のわずかの例 にす ぎないであろ う。ただ し，最 も

頻繁 に彼 らが食す植物 は ここに記 した ような ものである。好んで食 べ られ るとい うわ

けで はないが，食べ ることがで きるという植物 はかな りの数 にのぼ るであろう。た と

えば，ｈｉｙａｓｏｒｏｎｇｕ（Ａｍｏｍｕｍ　ｓｐ．）や ｈｉｙａｋｕ （Ｈｏγｍｓｔｅｄｔｉａ　ｓｐ．）などのシ ョウガ科 の

果実 もまれには食 され るとい う。食 用植物の より詳 しい リス トは次回の調査で明 らか

に したい と考 えて いる。

２．２．　 栽培植物 の分類

　彼 らにとって重要 な栽培植物 であるサゴヤ シ，パ ンダナス，サ トウキビ，タ ロイモ，

サ ツマイモ，ヤムイモ，バ ナナについて，それぞれの品種 とその民俗分類 について述

べ よう。 これ ら以外の栽 培植物 は，彼 らによれば一種類 しかな いとい う。 Ｓｉｌｌｉｔｏｅの

ウォラ （Ｗｏｌａ）族の報告 ［１９８３］などをみれば， ここでとりあげ る以上の細かな品種
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国立民族学博物館研究報告　　１０巻３号

の認識がなされている例 があり，再度 の調査で その点は もう一度確認 した いと考えて

い る。

　２．２．１． サ ゴ ヤ シ

　 サゴヤシの各部分 名称 は図 ７に示 しておいた。 た だ し花穂 は ｎｉｎｉｗｕｍ とい うが，’

これ は後 に述べ る花序 の開化期の発達段階 のひ とつのステージ名の ようであ る。 また，

葉鞘 は生 のときは ｏｕｋｕｎ とよばれ るが， それが， 乾燥 され ると ｏｐｕｉとよばれる。

それ はすでにひ とつの道 具であり，その道具名 とも考え られる。すなわち，物 をこの

乾燥 された葉鞘 に入れて持 ち運んだ りす る。 もっともよくみ られ る例 は食 べカスの ゴ

ミであ り，用途的 に見ればゴ ミ入れ ということになろうか。

　 ととろで，サゴヤ シほど多 目的 に使 用されるもの はない。 まず，髄部 （ｐａｅ）は当然

の ことなが らデ ンプ ンの採集 に，幹 （ｎａｎ）の樹皮 （ｎｅｉｄｉ）はデ ンプ ンを採 集 した残 り

であ るが， 乾燥させて石焼 き料理用の燃料 に用 い られ る。 サゴの果実 （ａｕｎｉｎｉ）はこ

こで は食用 にはされず，装飾品 と して用 い られ る。 サゴヤ シの新芽 （ｆｕｅｐｉ）はイモの

ような味 のす るもので， これ も食用 にされ る。 大葉 （ｈｏｕｋｕ）の 中助 （ｗａｐｉ）は壁材

に （大葉 そのままで も壁材 にされる）， 小葉 （ｈｏｕｋｕ）は束 ね られ て 屋 根 材 （ｈｏｕｋｕ

ｐａｎａｇａｎ）とされ，小葉 の中助 （ｎｅｋｏｎ）は葉 をはず して束 ね，ホウキあるいは，ハ エ

たた き（ａｕｉｓｈｕ）に用い られ る。葉鞘 （ｏｕｋｕｎ）は， ゴ ミ入 れ以外 にサゴデ ンプ ン採集

図７ サ ゴ ヤ シ の 各 部 名 称

６３０



吉 田　 パプアニ ューギニア，イワム族 の農耕に関す る民俗分類 の予備的報告

器の部品 （ｏｕｋｕｎ）に用い られた り，湾曲 した部分 をけず りお として板状 に し，扉 など

に用い られる。 また トゲ （ｎａｍｅｉｋ）はカヌーの水 もれの穴 ふ さぎに用 い られた りす る。

　さて，サゴヤ シ （Ｍ ｅｔｒＯＸ７１０ｎ　ｓａｇｕ）には ９種 の品種 が彼 らによって認 め られて いる。

この内 ３種 は野生種 であ り， 残 りの ６種が 栽培種であ る。 野生 サゴは森 の サ ゴヤ シ

（ｗｅｉｋｉ　ｎａｎ），栽培サゴは植 え られたサ ゴヤ シ （ａｎｉａ　ｎａｎ）とよばれる。野生サ ゴヤ シ

の樹皮は一般 に固 いとか，あま り大 き くな らないといった特徴で も区別 されてい るが，

む しろサゴヤ シのある場所 によ って区別されている。すなわ ち，ア ライ付近の メイ川

本流沿いのサゴヤシは全 て ｎａｎ　ａｕｋ とい う品種 であ るとい う。 ただ し，ペ クウェイ

（Ｐｅｋｗｅｉ）か らパ イヌー （Ｐａｉｎｕ）あた りまでの サゴヤ シは ｎｉｙａｒ とい う品種 しかな

く， これ はかつて植え られた もので あるとい う。 さ らに， この ｎｉｙａｒとい う品種 はセ

ピック河下流では一般的な品種 である らしく， この地域 か らもちこまれた もの と考え

られる。

　ｎａｎ　ｂｕａｅ，　ｎａｎ　ｎｉｎ とい う野生種 はメィ川本流 にはな く，ア ラィ付近 ではア ラィ川

（Ａｒａｉ　ｙａｐ； レフ ト・メイ川 のイワム名）流域 にみ られ る。前者 の方が多 く，後者 は

ｎａｎ　ｂｕａｅの中で葉縁部 や中助， トゲ，葉鞘部 が赤 っぽい品種 （特 にまだ成 長段階 の

若 いものには顕著） をいい，出現頻度 は低 い。 そ して，一般 に異 なった場所 に生 えて

いるとい う。

　栽 培種 は村 の近 くやア ライ川沿 いの各地 に植 え られてい る。そ して，村人達 は どこ

にどの品種 があ り，誰の所 有の ものか を明確に知 って いる。ただ し，いろいろの栽培

種の混栽 は避 け られてい る。

　 このよ うに分布， あるいは栽培されている場所 によ って品種 は区別されているが，

形態的 にももちろん区別 されてい る。 野生種の ３種 は葉鞘基部の色 によ って区別 され

てい る。 葉鞘基部 は基本的 にはやや 白っぽい色 を呈 して いるのが普通 であり， ｎａｎ

ａｕｋのそれは典型的な もので ある。　ｎａｎ　ｂｕａｅのその部分 の色 ははっきりと白い とわ

か るほどに白 く，ｎａｎ　ｎｉｎ は先 に述べた ように，赤 っぽい色 をしてい る。

　 栽培種 では， ａｒｍａｔｕ は葉鞘基部 に全 くそ うした色 がな く，中助 と同 じように緑色

を してお り，容易 に他 の品種 と区別がつ く。 また，葉 はやや暗緑色 を呈 し，大葉 はや

や大 き く， トゲ は短 い。 他 の栽培種の葉鞘 は ｎａｎ　ａｕｋ のようにやや白 っぽ い色を し

ている。 その中で， ｓｏｕｄｏＰで は トゲが非常 に長 く，大葉 はやや短 い。　ｓｏｕｄｏＰ の中

で特 に樹 の大 きくなるものがあ る。 それを特 に ｓｏｕｄｏｐ　ｋａｍ （男の ｓｏｕｄｏＰ） と呼ん

で区別 して いるが，恐 らく， ちょっとした生態条件の違いで大 き くな った り，あま り

成長がよ くなか った りするので あろう。小葉 が他の もの よりも長 く，かつ大葉 も大 き
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図８　サ ゴ ヤ シ の 民 俗 分 類

い ものがある。 それ は ｎｉｕｋという品種 であるが， この品種 は遠 くか らみるとす ぐに

区別 できるほどに特徴 的なサゴヤシであ る。葉 が大 き くこん もりと繁 って いる感 じが

し，大葉 は大 き くたれ下 っている。 また，小葉 は短 く，幹 が太 くて背の高 い品種があ

る。 これを ｎｉｍａｎ とい う。 小葉 は短 いが，幹 はあま り太 くな らず，葉 は暗緑色の も
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のを ｎｉｙａｒという。

　 これ らの品種の中で，特 に大型 の もの

は ｎｉｍａｎ と ｎｉｙａｒであ る。 ともに収量

がよいので好 まれ る傾 向にある。味 はど

れ も変 らないとい う。 この品種の認識 は，

栽 培場所 と組合せて所有者 が誰で あるか

を区別 す るのに機能 してい ると考 え られ

る。

　 なお，隣接する，ニモ族， ミァ ンミン

族のイ ンフォーマ ン トにサゴの品種 につ

いて も尋ねてみた。 イワム族の品種 とそ

れ らの照合 はややあや しいが，一応対応

させた表 （表 １） をかかげてお く。

　 ミァ ンミン族で はサゴヤシの重要度 は

イ ワム族 やニモ族 に比較 して かな り低 い

が，品種 名について はイ ワム族 とほぼ同
写 真 ２． 「Ｎｉｙａｒ」 サ ゴ ヤ シの一 品 種 。

じとみてよい。ただ，ａｒｍａｔｕ と特殊 な ｓｏｕｄｏｐ　ｋａｍ の認識 がないだけであ る。一方，

ニモ族 では，イワム族 よりも多 くの品種 を知 っている。イ ワム族 が知 らずニモ族が知

表 １　サ ゴ ヤ シ の 品 種 の 比 較 表

Iwam

nan

nan auk 

nan buae 

nan  nin 

soudop 

soudop  kam 

armatu 

niuk 

niman 

niyar

Nimo

 to

paina(ta) 
wanu(ta) 
nawi(ta) 

 souri  (ta) 

ara(ta) 
auiya 

no(ta) 

teme 

ibi 

wafuron 

ramo 

shukron

Mianmin

 ?

 sift° 

baina 

ganako 

souamo 

niyarimepima 

nokouwo 

ueyo
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って いる品種 は ５種 あるが，いず れ もアライ川 （ニモ語で は Ｋｕｒｏｂｉａｉ川 という）流

域で はな く，さ らに離れた地域 にあるという。 ニモ族で は狩猟 がなお重要 な位置を占

め， そのため行動範囲 はイ ワム族 よ りもかな り広 く，生態条件の異 な った地方を彼 ら

の テ リトリー として含めてい るのではないか と思 われる。

　２．２．２． パ ン ダ ナ ス

　 イ ワム族で は食用のパ ンダ ナスがある。ｏｌとい う。 ピジ ン語で ａｒａｎｇ とよばれて

い る。 これ は，一見 した ところ野生で あるよ うにみ えるが，野生 のパ ンダ ナス とは明

確 に区別 されてお り，後にみるよ うに立派な栽培植物であ る。

　食用パ ンダ ナス は果 実によって分類 されている。 そ して， この果実が食用 にされる

部分 である。

　 パ ンダナスはまずその果実 の色 によって ２分 され る。赤いパ ンダ ナス （ｏｌ　ｎｅｐｒｅｎａ）

と黄色のパ ンダナス （ｏｌ　ｋａｐｅｎａ）であ る。 これ はみただけで容易 に区別がつ く。 中間

的な ものはな い。 赤いパ ンダ ナスは ＰａｎｄａｎＵＳ　ｃｏｎｏｉｄｅＵＳ，黄色のパ ンダナスは Ｐ．　ｂｒｏｓｉ－

ｍｏｓ，および Ｐ．」’ｕｔｉａｎｅｔｔｉであると同定 される。黄色のパ ンダナスに ２つの学 名があた

え られて いるの は，両者 は非常 によ く似 てお り，かつ １》漉 翻６痂 は Ｐ．　ｂｒｏｓｉｍｅｓか ら

栽 培された もの と考え られて いるためである ［ＳＴＯＮＥ　 １９７４：７－４０］。 そ して， 高地

写真 ３・「パンダナス」パンノキの林の中にも

　　　 植えられている。

に向か うほど黄色のパ ンダナスが増 え，

赤 いパ ンダナスは逆 に減少 す る。

　 黄色 のパ ンダ ナス には ２種 が知 られて

い るだ け で あ る。 す なわ ち， ０１ｐｕ と

ｏｌｗｏｎ という品種 であ る。　ｏｌｐｕ は果実

が短 くてずん ぐり した形 を してお り，そ

の一個ず つの種子が大 きい。 それ に対 し

て ｏｌｗｏｎ は，果実 は長細 く，種子 は小

さい。 この両者 の区別 も明瞭 であ る。

　 赤 いパ ンダ ナスはク種 が知 られてい る。

まず，太 くて大 きいパ ンダ ナス（ｏｌ　ｂｕｒｉ）

と，細 いパ ンダナス （ｏｌ　ｋａｐｓｅｎ）に分 け

られる。前者の内，特 にずん ぐりして短

く太 く，そ して大 きいパ ンダナスがある。

これ を ｍａｏｋｕ とい う。　 ｏｌｍｏｇｏｔは，

ｍａｏｋｕ ほどずん ぐりした もので はな く，
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図９ パ ン ダ ナ ス の 民 俗 分 類

果 実はやや長 い。そ して，種子が大 きい。ｏｌｐｉｓはその種子が小 さい ものをい う。

　 細いパ ンダ ナスは，さ らに果実の長さで ２分 され る。やや短 い果実で，かつ種子 の

大 きい ものを ｏｌｗｉｎ，小 さいものを ｋａｍｉｔとよぶ。果実 が長 いもの も種子の大 きさに

よって ２分 される。種 子の大 きい ｏｌｋｉｎ，種子 の小 さい ａｒｉｓａｗａｅである・

　 ニモ族で もパ ンダナスは食 されて いる。 食用 のパ ンダナスを ｍａｕＯといい， 黄色

のパ ンダ ナスを ｋｕａｓｅｎａｎｉ，赤いパ ンダ ナス には ｋａｍｏｒｉ，　ｍａｍｕｉｎｏ，　ｐｉｒｉ，　ａｇｒｏｍｕｇｏ・

ａｌｗａｎｉとい う品種 があるとい う。 ただ し， この資料 は試みに聞いた程度 であ り不完

全で ある。

　 ここにみ るパ ンダ ナスの品種 の認識 は決 して多 くない。 Ｐｏｗｅｌｌと Ｈａｒｒｉｓｏｎ の報

告 するブ リ （Ｈｕｌｉ）族 の場合 （以下，ブ リ族 の例 は彼 らか らの引用 による），　Ｐ・ブ漉 α一
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ｎｅｔｔｉ，・Ｐ．　ｂｒｏｓｉｍｏｓでは１１種 ，　Ｐ．　ｃｏｎｏｉｄｅｕｓ につ いて は名前 として ９種 が知 られて いる

［１９８２：８０］。 この ブ リ族 は Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｈｉｇｈｌａｎｄｓ　Ｐｒｏｖ．の Ｔａｇａｒｉ川の東部 に住 む人

々で，約 １５００　ｍ の標高のス ワンプで農業を行 なって いる。主作物 はサツマイモ，タ

ロイモ， バ ナナとい う地域 である。 Ｐ．　ｃｏｎｏｉｄｅｕｓはよ り低地か ら導入 された もので，

２種 がよ くみ られ るにす ぎない とい う ［Ｐｏｗ肌 Ｌ＆ ＨＡＲＲＩｓｏＮ　１９８２：８０］。

　 Ｓｉｌｌｉｔｏｅが 報告す る， ブ リ族 より少 し東方 に住 む ウォラ族の場合 （以下， ウォラ族

の例 は彼の引用 による）は もっと多 くの品種 を認 めている。 Ｐ．　ｂｒｏｓｉｍｏｓ，　Ｐ．」’ｅｃｌｉａｎｅｔｔｉ

の総称 を ａｅｎｋ とい うが，４５種 の品種 を，　Ｐ．　ｃｏｎｏｉｄｅｕｓを ｗａｂｅｌといい ４種 が認 識 さ

れて いるとい う ［１９８３＝１０３－１１３］。

　 イワム族 はこれ らの民族 よりも低地 に住むため， Ｐ，　ｃｏｎｃｏｉｄｅｕｓに多 くの品種分化が

見 られ るのであろ う。 そ して， このパ ンダナスの品種 の認識 は採集の時期 の異な りと

相関 して いると考 え られ る。すなわ ち，できるだけ長期間 にわた ってパ ンダナスが収

穫で きるように栽培す ることに有用な知識 というわ けであ る。

　２．２．３． サ ト ウ キ ビ

　サ トウキビを ｂｕｅという。 イ ワム族で は１３種が知 られている。 サ トウキビに近 い

ものに ２種 あるが，ともに ｂｕｅとは別の もの とされて いる。ひ とつは Ｓａｃｃｈａｒｕｍ　ｅｄｕｌｅ

で， ｈｕｒｉｋａ とよばれ るものであ る。 これは東部 イ ンドネ シアで も食 されてお り，ハ

ルマヘ ラ島で もたびたび食 した ものであ る。 これは未熟花穂 が食用 とな る。畑 の中の

栽培品のひとつで あるが，あま り一般的な ものではない。

　いまひとつは， ａｕｉとよばれ る野生種で，蛇行す る川の凸部 の砂 あるいは泥地 に生

えてい る。 Ｓａｃｃｈａｒｕｍ　ｓｐｏｎｔａｎｅｕｍ で あると思われる。　ａｕｉの成長点 ，すなわ ち頂端 の

芽の部分 は食 べることがで きる し，長 く水につかった茎 はわずかに甘みがあ り，サ ト

ゥキビの代用 として食 され ることがある。ただ し，食べ ることは可能 であるが，実際

に食 され ることはほとんどない。 よほど，他 の食料 が不足 した ときに しか食 されない

救荒用の食料 である。

　 さて，サ トウキビは，パ ンダナスのよ うに中間の レベルでの総称名がな く，タ ー ミ

ナルな分類名 しかない。 そこで，実際のサ ンプルを私自身で収集す る一方，村人 に頼

んで集 めて もらった もの をサ ンプル として使用 した。それ らの名称 を確認 した上で，

サ ンプルを用いて似 た ものを近 ぐにお くよ うにイ ンフォーマ ン トに依頼 した。 そ して，

ど こが違 うのかをそのつ どき くとい う方法論 をとった。 そ うしてで きたのが図１０であ

る。 それ故， この図は，彼 らのサ トウキビの分類を しめ した ものといえ るが，一方で，

相違点 が全て二項対立的 になって いるのは著者の操作 であ る。 いってみれば，彼 らの
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図 １０ サ ト ウ キ ビ の 民 俗 分 類

サトウキビの分類を、私にわかる形で彼 らの検索図をえがいたものである。

　この図は下か らつくり上げたものであるが，上から説明してゆこう。

　サ トウキビはまず，茎の色，特に赤い色に注目される。赤い色が茎にみられるかど

うかによって ２分される。赤い色をもつものでも，それが茎全体におよぶものと，縦
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じまのよ うに部分 的にみ られ るもの とに分 け られ る。前者 の中で，葉 も赤いサ トウキ

ビがある。 これを ａｍｋｕａ　ｂｕｅとい う。 さ らに茎 の節 と節 との長 さが短 い ものがある。

それを ａｍｇｏ　ｂｕｅとい う。 また， 赤 い茎を もつ もので， 特 に茎の ジュースの多 い も

のが ある。 これを ｙａｉ　ｂｕｅとい う。 これ はやや大型であ り，甘み も強い。赤 い茎 で節

間の長 さも普通で ジュース も他 とかわ らない ものが ｋｅｉｎ　ｂｕｅで， もっと も普通 の品

種で ある。ただ し，ｋｅｉｎ　ｂｕｅの中で茎 の赤い色が うすい ものがあ る。 これを ｕｉｋ　ｋｅｉｎ

ｂｕｅ（女 の ｋｅｉｎ　ｂｕｅ）とい う。 それ に対 して，赤 の濃 い普通 の ｋｅｉｎ　ｂｕｅを ｋａｍ　ｋｅｉｎ

ｂｕｅ（男 の ｋｅｉｎ　ｂｕｅ） といって区別す る。

　 赤 の縦 じまのあ る ｂｕｅ の内，節 と節 との間 の部分がふ くれ るものが ある。 これを

ｎａｉｙｏｂｏｂｏ とい う。 茎 の色 は普通 は黄色になるものであ るが， 赤の縦 じまに緑の縦

じまが混 ざるものがある。その中で茎の断面 が白 くて，やや太 く，皮 が厚 いものがあ

る。 それを ｍａｎｓｈｕ　ｂｕｅという。 一方，茎 の断面 は黄色で，やや茎 は細 く，皮 も薄

いものがあ る。 これを ｍａｓｉｎ　ｂｕｅとい う。赤 と黄の縦 じまにな るもの を ａｕ　ｂｕｅと

いう。 これ もやや大型のサ トゥキビである。

　茎 に赤色 を欠 いてい るが， 緑の縦 じまのあるものが ある。 それを ｂｕｒｕａｉｋ　ｂｕｅと

いう。 茎 は黄色であ るが，ｎａｉｙｏｂｏｂｏのように節間のふ くらむ ものがあ る。　 これを

ｎｏｕａｄｏｐ　ｂｕｅという。 茎 が黄色で ，葉鞘 に毛 があ るものがある。 普通 は無毛 である

が， この毛 は手 にささ りむずがゆ くな る。 この種 を ｂｕｅ　ａｕｉとい う。 そ して毛 のな

いものを ｋｅｉｐｏ　ｂｕｅという。

　先 のブ リ族では ４種 しか知 られていないが， ウォラ族 では１２種が知 られて いる。 ウ

ォラ族での識別点は茎 の色 と葉鞘 の性質 （毛，白い粉 ，色な ど） であ る。 そ して，茎

の色で は，赤い色 のものが ４種 あ るだけで，イ ワム族 の品種 とはかな り異な ってい る

よ うであ る。また， これ らの例 と比較す ると，イ ワム族のサ トゥキビの品種分化あ る

いは認識 は進んでいるといえ るであろ う。

２．２．４． タ ロ イ モ

　 タロイモを ｎｏｍ とい う。 これはサゴヤ シについで重要な作物 である。 そ して，１８

種の ｎｏｍ が知 られているが， その内 ２種 は最近 ，イワム族 の地方 に入 って きた もの

で ある。 それ らの品種名には ｎｏｍ のかわ りに ピジ ン語の ｔａｒｏ がそのまま使 われて

いる。 す なわ ち ｔａｒｏ　ｋｏｎｋｏｎ と ｔａｒｏ　ｗａｉｎ がそれである。　ｔａｒｏ　ｋｏｎｋｏｎ は ｔａｒｏ

ｓｉｎｇａｐｏｌｅ ともよばれ， 葉が直立 するタイプのタ ロで，　Ｍａｎｔｈｏｓｏｍａ属の 植物 と思わ

れ る。ｔａｒｏ　ｗａｉｌ１は，茎 に白と黒の縦 じまがみ られ，イモ類の断面 は黄色 を している

とい う。
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表２ タ ロ イ モ の 品 種

(nom) 

(nom) 

(nom) 

(nom) 

(nom) 

(nom) 

(nom) 

(nom) 

enom

diangi 

kukoi 

nein 

paipas 

siambi 

taumbi 

tiamat 

wanit

子イモがつ く。茎は緑色。
植物体は小さい。

子イモがつく。植物体は小
さい。イモの中は黄色。

根茎の地上部が人聞の胴ほ
ど大きくなる。

白と黒の縞あり。

白と黒の縞あり。

緑に黒の縞あり。葉の脈は
少 し黒い。

根茎は赤い。イモの中味も
赤い。

赤い縞あり。

根茎の地上部が大きい。

hasnom 

isemisa 

 mamunom 

onom 

taro konkon 
(taro singapole) 
taro wain 

ugunom 

uinom 

yopotap (nom)

茎に赤い縞あり。葉の脈も
黒い。

根茎の付根も緑色。

茎に白と黒の縞。葉の脈も
黒い。中味は黄色。

植物全体が赤黒い。小さい
根茎。

葉は立つ。新 しい品種。

白と黒の縞あり。イモの中
味は黄色。新しい品種。

赤と黒の縞あり。根茎は大きく
長い。

青味がかった黒い茎。根茎
は地上部に出る。

茎は黒 く，葉の脈も黒い。

　 タロイモ について は， これまでにみて きた ような分類図 を作成す ることがで きなか

った。 ひとつ は， タロイモの栽培 にかかわ ってい るのは女達であ り， その女 達を私

のイ ンフォーマ ン トとしてあつか うことに難 しさがあ った。すなわ ち，実際の場面で

ひ とりの女 に聞 くとい うことがで きず，常 に ４～ ５人 の子供つれの女達に聞かなけれ

ばな らなかった。そのた め，話題への集 中が難 しく，また女達 同士の中での意見の相

違 の調整に著 しく時間 をと られた。 さ らに，私 の意図が どうして も理解で きないよう

であ った。 また，サ トウキ ビのように，容 易にタロイモの全 ての品種を集める ことが

で きなか った ことにもよ る。 そのため，名称 とその イモの特徴 を記す にとどあてお く

（表 ２）。次回の調査で この点 はさ らにつ めてみたい と考 えてい る。

　 名称 か らみると， 大 きく２群 に分 けることがで きる。 ｎｏｍ が前 におかれ， 後 に修

飾語が くるタイプと，その逆 のタイプである。 前者 は往 々に して ｎｏｍ が省略 され る。

このタイプはサゴヤ シやパ ンダ ナス にみ られる命名法 と同 じである。後者 は， ２語 に

分離す るのではな く， 一語 として認識 されてお り， ｎｏｍ は決 して省略 されない。 タ

イプ としてはサ トウキビと同 じであ る。形容 詞がつ く場合 は後 置され る故 に，前者の

方が普通の命 名の仕方 とみてよい。む しろ，修飾す る語が前 置され る後者 が興味 ある

命名法であ る。 ただ し， どうして このよ うな ２種の命名法が存在す るのかは今 のとこ

ろ不 明である。

　 さて，根茎 部が非常 に大 きくなる品種が ４種 ある。 その中で，根茎の地上部 がよ く

発達す るタイプ と， 地下部が発達 するタイプがあ る。 前者 に含 まれ るものに， ｎｏｍ

ｎｅｉｎ，　ｅｎｏｍ （ｅｉｎｏｍ），　ｕｉｌｌｏｍ の ３種があ り，後者の ものに ｕｇｕｎｏｍ があ る。前者 は

Ｘａｎｔｈｏｓｏｍａ属， または Ａｌｏｃａｓｉａ属，後者 は Ｃｏｌｏｃａｓｉａ属 と思 われる。 これ らの中で，
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ｎｏｍ　ｎｅｉｎ は人間の胴 ほどの太 さにもな る巨大 なもので，　Ｘ．５αｇ魏⑳ 伽 舵 と推定 され

る。 ｕｉｎｏｍ は茎が青味がか った黒色を呈 している点 が特徴 的であ り，　ｕｇｕｎｏｍ は赤

と黒の縦 じまがみ られ る。

　 普通 は親 イモ しかで きないが子イモのつ く品種が ２種 ある。 ともに背の低 い，植物

体の小 さいタロイモである。 ｎｏｍ　ｄｉａｎｇｉと ｎｏｍ　ｋｕｋｏｉがそれ らで あるが， 後者の

イモの断面 が黄色であ ることが前者 と異 な る。

　 茎 に黒 あるいは赤の縦 じまのあるものがあ る。赤い縦 じまのあ るものにｎｏｍ　ｗａｎｉｔ

と ｈａｓｎｏｍ の ２種があ る。　ｎｏｍ　ｗａｎｉｔは もっとも広 く栽 培されて いる種 であ り，

ｈａｓｎｏｍ は葉脈部が 赤黒 く着 色するが ｎｏｍ　ｗａｎｉｔはその着 色がみ られな い点 で区別

され る。

　 黒い縦 じまのあ るものに，ｎｏｍ　ｐａｉｐａｓ，　ｎｏｍ　ｓｉａｍｂｉ，　ｍａｍｕｎｏｍ，　ｎｏｍ　ｔａｕｍｂｉが

ある。　 この内， ｎｏｍ　ｔａｕｍｂｉは緑色 に黒が混 じるが，他 はむ しろ白い茎 に黒 の しま

が混 じる。 また，葉脈 も少 し黒 をおびる。 ｍａｍｕｎｏｍ は葉脈 に黒 い着色がみ られ，

かつイモの断面 も黄色 い。 ｎｏｍ　ｐａｉｐａｓは茎 の葉の基 部あた りだけが少 し黒 く着色す

る。ｎｏｍ　ｓｉａｍｂｉはそ うした着色 はな く，イモの断面が黄色で ある。

　 縦 じまの色 がつ くのではな く，全体 に着色す る品種があ る。ｎｏｍ　ｔｉａｍａｔは茎 が赤

く，根茎 の表面 も中味 も赤 いという品種 である。ｏｎｏｍ は植物体全体が赤黒 く，根茎

は大 きくな らな い。 ｙｏｐｏｔａｐ は茎 は黒 く，葉脈 も黒 いが葉の全体 にはお よばな い。

　 こう した， なん らかの色がつ くものの他 に， 全 く着色 しな い品種 があ る。 ｉｓｅｍｉｓａ

という品種 は茎，葉 ともに緑色 で他の色が全 くついていない。

　 なお， ウォラ族 では Ｃｏｌｏｃａｓｉａ　ｅｓｃｕｌｅｎｔａに４５種，　 Ｘａｎｔｈｏｓｏｍａ　ｓａｇｉｔｔｚ：ｆｌｏｌｉｕｍ に １種 が

知 られて いる。 ブ リ族で は ７種 が普通の種で あり， 名前だ けが知 られて いるものが ４

種，新 しく導入 された種が ２種 となって いる。 この ように品種 の分化 あるいは認識に

差 が見 られ るが， これが どの ように してお こったのか はなかなか興味深 いことであ る。

２．２．５。， サ ツ マ イ モ

　イワム族の栽培植物 の中で，サ ツマイモの重要性 はそれほど高 くな く，植 え られて

い る品種 も６種 にす ぎない。 さ らにその内の １種 は最近 になって， セピック河本流の

方か ら導入 された もので ある。 サッマイモは ｎｕｏ とよばれ るが， この種 のみは ピジ

ン語のまま用 い られてお り， ｗａｎ　ｍｕｎ　ｋａｕｋａｕ と よばれ る。　ｗａｎ　ｍｕｎ は １カ月

（ｏｎｅ　ｍｏｏｎ），　ｋａｕｋａｕ はサッマイモの意であ り，植 えてか ら１カ月 で収獲 で き るサ

ッマイモの意味で ある。

　サッマイモの分別 は，主 として イモの皮 の色，中味の色，葉の形 と色 によって いる。
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図１１ サ ツ マ イ モ の民 俗 分 類

　まず，普通 は緑色 の葉であ るが，葉 や茎 が紫色であ る も の が ある。 そ れ が ｗａｎ

ｍｕｎ　ｋａｕｋａｕ であ り， イモ も青味がか った紫色 を呈 してい る。 サツマ イモは基本的

にはイモの皮 の色 によ り分類 され る。 す なわ ち，黄色 の ｎｕｏ　ｏｒｍｉｎａ， 青色 の ｎｕｏ

ｔｕａｒａｐｅｎａ， 白色の ｎｕｏ　ｈｕｅｐｉｎａが あ

る。 それぞれの修飾語 は色の用語で ある。

赤だけは，ｎｕｏ　ｎｅｐｒｅｎａと ｎｕｏ　ｂｅｒｋａ－

ｐａｅの ２種 ある。 この種 は，前者 がいわ

ゆる赤であ るのに対 して，後者 はやや茶

色 がか っている。 しか し，皮の色 よ りも，

この ２種 は葉の形状 で明確 に区別 され る。

すなわち， ｎｕｏ　ｎｅｐｒｅｎａ の葉 は切れ こ

みのない心臓形 の葉 であるが，ｎｕｏ　ｂｅｒ－

ｋａｐａｅは深 い切れ込 みのある掌状 の葉 で

あ る。

　葉 によって も，容 易にこれ らは区別で

きる。ｗａｎ　ｍｕｎ　ｋａｕｋａｕ は紫色 であ る

だけでな く，葉の基部 のみ に浅い切れ込

みがみ られ る。 ｎｕｏ　ｏｒｍｉｎａは，葉の基

部で ２回ほどの浅 い切れ込 みがみ られ，

かつ葉脈部 に赤 い着色がみ られ る。 ｎｕｏ

ｈｕｅｐｉｎａ では葉 は中裂す る。　 ｎｕｏ　ｔｕａ一

写 真 ４． 「サ ツマ イ モの 品種」　 上 段 左 よ り

　 　　 　 １．ｎｕｏ　ｎｅｐｒｅｎａ　 ２．　ｗａｎ　ｍｕｎ　ｋａｕｋａｕ

　 　　 　 ３・ｎｕｏ　ｏｒｍｉｎａ 下 段 左 よ り　 １．　 ｎｕｏ

　 　　 　 ｂｅｒｋａｐａｅ　　２．　ｎｕｏ　ｈｕｅｐｉｎａ　　　３．　ｎｕｏ

　 　　 　 ｎｅｐｒｅｎａ （の変 種 ） （ｎｕｏ　ｔｕａｒａｐｅｎａ は

　 　　 　 入 って いな い ）
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ｒａｐｅｎａで は ｎｕｏ　ｂｅｒｋａｐａｅのよ うに深裂す る。 ただ し，　ｎｕｏ　ｔｕａｒａｐｅｎａの葉 は ｎｕｏ

ｂｅｒｋａｐａｅよりもかな り小 さい。

　なお，参考までに，サツマイモを主食 と してい るウォラ族 ，ブ リ族の例 をあげてお

こう。 ウォラ族 では６４種， ブ リ族 で は５３種が知 られている。高地で はサッマイモの品

種分化 は非常 によ く進んで いる。

　２．２．６． ヤ ム イ モ

　ヤムイモの食料 としての重要性 はサ ツマイモ と同様，あ るいはそれ以下 である。た

だ し，畑 には しば しばヤムイモが １本 ない し２本植え られてお り，特別 な意味をもっ

てい るのか もしれない。品種 と して は ５種 しか知 られて いない。

　ヤ ムイモは ｋｏｕｎｏ と総称され るが， 同時 にイワム族で もっとも典型的なヤムイモ

の一品種 の名称で もある。

　ヤ ムイモの場合 は，イモの形状 によって分 け られて いる。 まず，一本の茎か らイモ

図１２ ヤ ムイ モ の民俗 分 類

が多 くで きるものがある。

それを ｍａｍｉとい う。 他

は １個 しかイモがつかない。

イモが細長 い形状の ものが

ある。その長 くて大 きい も

のを ｗａｉｍａｐ，長 くて小 さ

いものを ｋａｍａｉｔｉとい う。

また丸 いボール状 のイモが

できるものがある。 それが

ｏｋｕｍｉで ある。 残 る不定

形 のイモが で き る もの を

ｋｏｕｎｏとい う。子イモので

きるヤ ムイモは Ｄｉｏｓｃｏｒｅａ　ａｃｕｌｅａｔａ，その他 は ・Ｄ．　ａｌａｔａと推定 され る。

　 ブ リ族では Ｄ．ｅｓｃｕｌｅｎｔａ が ４種 ，　Ｄ．　ｂｕｔｂｚｆｅｒα が １種知 られており， ウォラ族 では

Ｌ）．ａｔａｔａが １種知 られてい るだけである。

　 ２．２．７． バ ナ ナ

　 バナナの総称 を ｙａｎｏ とい う。 タ ロイモ と同様 にイワム族 にとって は重要な作物 で

ある。５１種のバ ナナの名称を聞 きとったが，そのひ とつひとつを検分 したわけで はな

い。バ ナナに関する知識 もや はり女 の領分 に属 し，聞 きと りはかな り難 しい。 さ らに

多数 の品種があ るために， その分類の仕方 を知 ることはかなりや っかいな仕事で ある。
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バ ナナについてはい くつかのグループ分 けまで試 みても らったが，充分 に納得のゆ く

ものではなか った。 これも次回の課題 と してお きたい。

　 これ らを筆者側 か らみ ると， い くつかの特徴的 なバ ナナがみ られ る。 ＡＺｔｓｔｒａｌｉｍＺｔｓａ

に属す ２種のバ ナナ （ｆｅｉ　ｂａｎａｎａ）がみ られる。　ｂｏｉｙａと ｐｏｕｇｕｔ（ｂｏｕｇｕｔ）で ある。

ただ し，彼 らはこれ らをひとつのグループ とはみていない。彼 らは私達 とは異な った

分別 の基準を もっているようであ る。特 に ｐｏｕｇｕｔは畑 の最終段階でよ く植 え られ，

このよ うな植え る時期 が分別の重要な要素なのか もしれない。

　Ｍ ｕｓａ　ａｃｕｍｉｎａｔａの倍数体かあ るいは Ｍ ．　ｂａｌｂｉｓｉａｎａとの雑種で あるかをみるには，

それ らの果実が生食されるか， あるいは調理 され るかをみればだ いたいの ところはわ

か る。後 にみ るように，バ ナナの調理 は基本的 に焼 くだけで あるが，皮をむいて焼 く

方法 と皮 をむかずに焼 く方 法が ある。 それ故，生食 と，皮 つきの まま焼 くバ ナナ，皮

な しで焼 くバ ナナに ３分 される。 そ して， これは，生食 は Ｍ ．ａｃｕｍｉｎａｔａの倍数体，

皮つ きは Ｍ ．ｂａｌｂｉｓｉａｎａとの雑種 ，皮 な しは Ｍ ．　ｂａｌｂｉｓｉａｎａ のゲ ノムがよ り多 く含 ま

れて いる品種 と考え られ る２）。 しか し， この分類 も彼 らの中にはみ とめ られない分類

であ った。

　生食 されるもの は７種 しかなか った。 この内，ｓａｉｎａ は ｃｈｉｎａ か ら派生 した名称

で あり， ｒｖ１・　ａｃｕｍｉｎａｔａの ３倍体 （ＡＡＡ）の典型的な フルーツ ・バ ナナであ り， 後 に

もちこまれた ものであ った。 また，ｙａｐｕｉｎ も Ｍ ．　ａｃｕｍｉｎａｔａ の ３倍体 と思 われるフ

ルーツ ・バ ナナで あり， これ も新 しいと思 われる。 ただ し， 生食用のバ ナナが総て

Ｍ ・ａｃａｍｉｎａｔａの ３倍体であ るわけで はな く，　Ｍ ．　ａｃｕｍｉｎａｔａの ２倍体 （ＡＡ）もみ られ

る。

　 皮 をむ いて焼 いてたべ るバナナ も多 くない。 ７種 がそれ に含 まれる。恐 らく雑種 の

３倍体 （ＡＢＢ）の ような品種 と思われ るが確 かめ られてはいない。

　 残 る３５種 が皮 つ きのまま焼かれるバ ナナであ る。小型の ものはだいた い雑種 の ２倍

体 （ＡＢ）とみて よい。　ｋｅｗｏｔや ｐｕｒｍａｋａｕ とい う小型の実のな るバ ナナ は ＡＢ とみ

て よいであろ う。 それ らよ りは大型 の ものは雑種の ３倍体 （ＡＡＢ）の可能性が高 い と

思われ る。

　 ブ リ族で は１２種， ウォラ族では１０種が知 られているにす ぎない。 イワム族でのバ ナ

ナの重要性が ここか らもうかがえる。

２） Ｍ ｕｓａ　ａｃｕｍｉｎａｔａの ゲ ノ ム を Ａ，　Ｍ ．　ｂａｌｂｉｓｉａｎａのゲ ノム を Ｂ とす る と， 栽 培バ ナナ の ２倍 体 は

ＡＡ，　ＡＢの ２種 が，３倍体 で は ＡＡＡ，　ＡＡＢ，　ＡＢＢ の ３種 が存 在 す る こ とに な る。　ＡＢ，　ＡＡＢ，　ＡＢＢ

は雑 種 で あ り，ＡＡ．　ＡＡＡ は 同質 倍 数体 で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６４３
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表 ３ バ ナ ナ の一品 種

品 種 名 食　べ　方

aus 

amakuo 

boiya 

epokmai 

huai 

kewot 

kinmi 

kokoras 

 maeri 

maipie 

makaharara 

makapuino 

makei 

marap 

marap haikau 

marap nokasna 

marap neprena 

marap neuna 

mau 

mogoronasi 

moumo 

nambakarauk 

napurimu 

nurusin 

paimo 

painas

cooking 

without skin 
cooking, fruit (fei banana) 

cooking 

cooking 

cooking (AB) 

cooking 
cooking 

without skin 

cooking 

cooking 
cooking 

cooking 

fruit, cooking (green) 

cooking 

cooking 
fruit, cooking (red) 

cooking 

without skin 

cooking 

without skin 

cooking 
cooking 

cooking 

fruit 
without skin

品 種 名 食　べ　方

pasnau 

pougut 

purmakau 

saina 

shuwai 

tishu 

touin 

umat 

uwowai

waagura 

wabau 

waibu 

wanaguri 

wanea 

wanuitikrep 

warimebrema 

wini 

wosiwo 

yakawae 

yapio 

yapowi 

yapuin 

yasop 

yawau 

yotoui

cooking 

cooking, fruit (fei banana) 

cooking (AB?) 

fruit (AAA) 

cooking 

cooking 
cooking 

cooking 

cooking 

without skin 

cooking 
fruit 

cooking 

cooking (horn banana) 

cooking 

cooking 
cooking 

fruit 

cooking 

fruit 

without skin 
fruit (AAA) 

fruit 

cooking 

cooking

　　２．２．８．　 その他 の栽培植物 について

　　パ ンノキ （ａｍ）は重要な栽 培植物で あるが，イ ワム族で は １種 しか知 られて いない。

これ は果実 を食す るものではな く， 種子を食す古 いタ イプのパ ンノキで， ＡｌｔｏｃａｒＰｕｓ

ａｌｔｉｌｉｓと同定 され る。

　　ヒユ （ｗａｇｉｇｉ：Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ　ｔｒｉｃｏｌｏｒ）やハ イ ビカ （ｐｒｏｋｕ：Ａｂｅｌｍｏｓｃｈｕｓ　ｍαｎｉｈｏｔ）も在

来 の野菜 と考 え られ る栽培植物 であるが，いずれ も１種 しか知 られて いな い。ニュー

ギニアによ くみ られる ｐｉｔｐｉｔ（Ｓｅｔａｒｉａ　Ｐａｔｍｚ：ｌｆｏｌｉａ）は高地で ない故にみ られな いのか も

しれない。またナス科 の Ｓｏｌａｎｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ や，　Ｏｅｎａｎｔｈｅ　」’ａｖａｎｉｃａ，　Ｃｏｍｍｅｌｉｎａ　ＳＰＰ・など

も各地で広 く栽培されて いるが， ここではみ られない。 このように栽培 されてい る葉

菜 は極 めて少ない。

　　タピオカ （ｐｅｋｕ）も最近 になって導 入された ものであ るが， 無毒性 のタ ピオカ しか
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み られない。 これ にも彼 らは品種を認めていなかった。 ところが料理法の中に，す り

おろ して，汁を しぼ り， それを葉 につつんで焼 くとい う他の作物 ではみ られない特異

な方法がみ られる。 これ はまさに毒抜 きの手法である。現在 は無 毒の品種 しか入 って

いないが，かつて は毒抜 き手法 とともに有毒の品種 も入 って いたのか もしれな い。 し

か し，その際す りおろす道具 が必要であ るが， イワム族の伝統的 な道具 にはそれに用

い られ るよ うなもの はみあた らず，現在 ではブ リキ板 に釘で穴 をあけ，おろ し板 とし

ている。 そ うした ことを考え ると， この調理法 も新 しい ものか と思 われる。

　 トウモ ロコシ （ｋｏｎ）はさらに新 しく入 った栽 培植物 と考え られ，ピジ ン語がそのま

ま用 い られてい る。粒 のよ くそろ った優良種の ように私 にはみえた。 そ して， トウモ

ロコシは新来 の作物の中では急激 に栽培の増加 した作物で あろ う。成 長が速 く，収獲

量 が良い とい うだけにとどま らず ，苞のついたまま焼 いて食べ るとい う料理の仕方が，

伝統的な料理法に うま くの ってい るの も普及す る理 由のひとつであ ると考 え られ る。

　 最近 になって導入 された栽培植物 は少 な くな い。 カボチ ャ （ｐａｍｐｋｉｎ：Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ

ｍａｘｉｍａ）， イ ンゲ ンマメ （ｂｉｎ：Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｖａ　ｌｇａｒｉｓ）， ニガウ リ （ｂｉｎ：Ｍ ｏｍｏｒｄｉｃａ　ｃｈａ－

ｒａｎｔｉａ），　 トウガラシ （ｒｏｍｂｏｋ：Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ｃ£ｆｒａｔｅｓｃｅｎｓ）， パ イ ナ ップ ル （ｐａｉｎａｐ：

Ａｎａｎａｓ　ｃｏｍｏｓｚｔｓ）， スイカ （ｍｅｒｅｎ：Ｃｉｔｒｕｔｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）， ピーナ ッツ （ｋａｓａｎ：Ａｒａｃｈｉｓ

ｈｍρ０９ａｅａ）などがあ る。 この中で，イ ンゲ ンマメ とニガウ リはともに ｂｉｎ とよばれ，

名称 では区別 されていない。 また トウガ ラシは植え られてはいるが，食用 に供 され る

ことは全 くない。 ライム （ｍｕｒｉ：Ｃｉｔｒｕｓ　ｓｐ。）はサゴの調理 の際 に用 い られ るが，比較

的新 しい もので ある。

　 食用の果実 には，マ ンゴー （ｎａｍｂａｔ：Ｍ αｎ８ｉ　ｅｒａ　ｉｎｄｉｃａ），　Ｅｕｇｅｎｉａ属 の ２種 （ａｅｙｏｋ：

Ｅ．ａｇｕｅａ，　ｏｕｐ；Ｅ．ブωαπε‘α），　Ｆｉｃｕｓ属の ｏｕｎ（Ｆ．　ｏＰＰｏｓｉｔａ），ココヤ シ （ｓｉｅ＝Ｃｏｃｏｓ　ｎｕｃｉ－

ｆｅｒａ），新来 のパパイヤ （ｐｏｕｐｏｕ：Ｃａｒｉｃａ　ＰａＰ　ａｙａ）などがある。 これ らはいずれ も村の

中に植 え られてい る。 ｏｕｎ は本来 は野生 の ものであ るが， 村 に移植 されたものであ

る。

　 これ ら以外 に食用ではない栽培植物 もい くらかあ る。 ベテル （ｎｉｎｇｕ：Ｐψ〃 伽 １θ），

ビ ンロウ （ｗａｎａ：Ａｒｅｃａ　ｃａｔｅｃｈｕ），タバ コ （ｈａｒｂｉ：Ｎｉｃｏｔｉａｎａ　ｔａｂａｃｕｍ）などの嗜好品。

また，綿 を とるカポ ック （ｋａｐｕｋ：（７ｅｉｂａ　Ｐｅｎｔａｎｄｒａ），顔料 とな るベニノキ （ｍａｉ：Ｂｉｘａ

ｏｒｅｔｔａｎａ）などがある。

　 タバ コ （ｈａｒｂｉ）は彼 らにとっては大切な作物 で，彼 らは伝統的な もの と考えてい る・

恐 らく，比較的古い時代 に もちこまれた ものであろ う。 なお用 い方 は，葉 を乾燥 させ

もんでつぶ し，それをあ る種 の生葉 でまいて竹筒 にさ しこみ，さ らに細長い ヒョウタ
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表 ４ 栽 培 植 物 の リ ス ト

 

I  wam Pidgin 和 名 学 名

nan 

 of 

bue 
nom 

nom 

nuo 
kouno 

kouno 

yano 

yano 
am 

wagigi 

proku 
hurika (aui) 

peku 
kon 

pampkin 
bin 

bin 
rombok 

meren 
muri 

kasan 

nambat 

aeyok 
oup 

oun 
sie 

poupou 

 painap 
ningu 
wana 

harbi 

kapuk 

mai 
suwai 

 ei

saksak 

arang 

ken 

taro 

taro 

kaukau 

yam 

yam 

banana 

banana 

kabiyak 

opa 

haibika

maniok 

kon 

pampkin 

bin 

bin 

lombok 

melen 

muli 

kasang 

mango 

 laulau

kokonas 

paupau 

painap 

daga 

buai 

brus 

kapok

kambang 

kambang

サ ゴ ヤシ

パ ンダ ナス

サ トウキ ビ

タ ロ イモ

（タ ロイ モ）

サ ツマ イ モ

ヤ ムイ モ

ヤ ム イモ

バ ナ ナ

バ ナ ナ

パ ンノ キ

ヒユ

ハ イ ビカ

タ ピオ カ

トゥ モロ コ シ

カ ボチ ャ

イ ンゲ ンマ メ

ニ ガ ウ リ

トウガ ラシ

ス イカ

ラ イ ム

ピー ナ ッツ

　　　　 ウマ ンコー

ジ ヤンブ ー

ジ ヤンブ ー

フ ィクス

ココ ヤ シ

パ パ イア

パ イ ナ ップル

ベ テ ル

ビ ンロ ウ

タバ コ

カ ポ ック

ベ ニ ノキ

ヒ ョウタ ン（長 ）

ヒ ョウタ ン（丸 ）

Metroxylon sagu 

Pandanus spp. 

Saccharum  officinarum 
Colocasia esculenta 

Xanthosoma sagittifolium 

Ipomea batatas 
Dioscorea alata 

D. auculeata 
AA, AB, AAB, ABB (Eumusa) 

Fei banana (Australimusa) 

Artocarpus altilis 
Amaranthus tricolor 

Abelmoschus manihot 

Saccharum edule 
Manihot esculenta 

 Z  ea maiz 

Cucurbita maxima 
Phaseolus vulgaris 

Momordica charantia 

Capsicum cf. frutescens 

Citrullus vulgaris 
Citrus sp. 

Arachis hypogaea 

Mangifera indica 
Eugenia aquea 

Eugenia cf. javanica 

Ficus opposita 
Cocos nucifera 

Carica papaya 

Ananas comosus 
Piper betle 

Areca catechu 

Nicotiana tabacum 
Ceiba pentandra 

Bixa orellana 

Lagenaria siceraria 

Lagenaria siceraria

ンにつないで吸 うのが伝統 的な喫煙法のひとつであ る。 しか し， これはニモ族 で も同

様であったので，いずれの ものか，あ るいはさ らに別の人 々か らうけとった技法で あ

るか不 明である。 もうひ とつの方法 は枯れたバ ナナ葉でまいて吸 う方法であ り， これ

が現在 ，新 聞紙 に変 りつつある。
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　 ヒョウタ ンは Ｌａｇｅｎａｒｉａ　ｓｉｃｅｒａｒｉａ　１種 であるが， 彼 らは形 によ って ２種 に分 けてい

る。 細長い ヒョゥタ ンを ｓｕｗａｉ，やや丸味 をおびた短い ヒョウタ ンを ｅｉとい う。 こ

れ らは用途的にまった く異 な って いる。すなわ ち　ｓｕｗａｉはタバ コの喫煙具 と して，

ｅｉは石灰入れ に用い られて いる。

３． 栽 培 と 収 穫

３．１． 土 地 の 分 類

　栽培植物が植 え られ るところはど こで もよい とい うわけにはゆかない。 そこで， ま

ず土地の分類をみておこ う。

　土地 （ｎｕ）はまず三つ に分 け られ る。 山 （ｍａｕ）と丘 （ｎｕｂｉ）と平地 （ｎｕ）で ある。

山は，イワム族の地域 ではまれ にしかない。 そ して，山 は山頂 （ｍａｕ　ａｋｏｕｎｏ），斜面

（ｍａｕ　ａｉｔｉ），山麓 （ｈｅｉｇｕｎｏ）に分 け られ る。 この中で，山麓 は畑 （ｎｕｍｅｔ）をつ くる

には良 い土地 とされて いる。何故な ら，増水期 において も畑が水 につか らないか らで

あ る。 その点 においては丘 も同様 であ る。む しろ，丘 の定 義は，増水期に も水 につか

らないほどの高 さを もつ平地 ということである。

　平地 は，人手の入 っている土地 と入 っていない土地 に分 け られる。人手 の入 って い

な い土地 では，林 （ｗｅｉｋｉ），草原 （ｋｅａｋ），川岸，蛇行す る川 と運河 （ａｉｓｈｕ）で 区切 ら

れた土地 （ｉｄｉｐｏ），中洲 （ｙａｕｎｏ），浮 島 （ｗａｎｇｕ）に分 け られる。なお，　ｉｄｉｐｏ とい う

土地 は狩猟 には重要な土地 である。

　林 は湿地の林 を 特 に ｎａｅとよぶ。 メィ川あた りでは ほとん どな いマ ングローブ林

な どを さすよ うであ る。 普通の林 は， サゴヤ シの存在 によってわけ られ る。 すなわ

ち，サゴヤ シの純林 を ａｕｗａｋ，サゴヤシの混成林 を ｏｗｉｍｕａｒｉ，サゴヤ シな しの林 を

ｗｅｉｋｉという。 野生のサゴヤシの採集 は当然 の ことなが ら，前 ２者 で行なわれ る。 ア

ライ川沿いのサゴヤ シの栽培地 はサゴヤ シな しの林 ，ｗｅｉｋｉでなされ る。 そ して，畑

はサゴヤ シ混成林 あるい はサゴヤシな しの林 につ くられ る。

　 草原 は栽培地 には適 さない。草原の中で，三 日月湖 などに水草でできた草原がみ ら

れ るが，それを特 に ｆｕｅｎｏという。

　 川岸近 くの土地で， 川の水があた る凹側の土地を ｗｅｉｍｏ とよぶ。 この ｗｅｉｍｏ に

よ く畑がつ くられ る し，野生のサゴヤ シの採集地 にもな る。反対側の水が よどむ凸部

の土地 を ｓｉｅｎ という。　ｓｉｅｎの もともとの意味 は “砂” とい う意味である。 アライよ

り下流 では砂 よ りこまかい泥 （ｈｏｍｂｕｒａｓ）にな るが， それで もこの土地 を ｓｉｅｎ とい
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図１３ 土 地 の 民 俗 分 類

う。 アラィよ り上流の方にゆ くと，砂で はな く小石 あるいは石 の瀬 がでて くる・ この

場合 は ｓｉｅｎ と よばず ｕｗｉとよぶ （図１４）。 なお，　ｕｗｉは サゴ打 ち棒 （ｓｅ）や チ ョ

ウナ （ｍａｉｎａ），斧 （ｈｅｉｎ）の石器 に用 い る石を さがす場所 でもある。

　ｗｅｉｍｏが畑 に用い られるのに対 して，　ｓｉｅｎ は主 と してパ ンノキの栽培地 に用い ら

れる。その場合 を特 に ａｍ　ｓｉｅｎ とい う。

　 人手の入 った土地 は，先 に述 べた畑 （１１Ｕｍｅｔ），パ ンノキの林 （ａｍ　Ｓｉｅｎ）・そ して村

（・ｍ）である． 村 の中 に果 実類 （マ ンゴーや Ｅ・９・・嘱 の木・ ココヤ シなど） カｓ植 え
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図１４ 石の大きさによる分類と Ｓｉｅｎ

られている。

　丘 や山麓 が最上 の畑地であ るが，それだ けで はもとよ り畑地 は不足す る。 そのた め，

ｗｅｉｍｏ に畑 がつ くられ るが， その土壌の種類 によ って作 られた り， 作 られなか った

りす る。

　土壌 （ｈｏｎｉ）には ４種 あり， 赤か ら黄色 の ｍｏｓｏｍ， 茶色か ら白の ｔｕｍｉｈｏｎ，黒 か

ら緑 の ａｕｍｉ　ｔｕｍｉｈｏｎ，青色 の ｗａｂｏｎの ４種 である。 この内，赤か ら黄色の ｍｏｓｏｌｎ

と青色の ｗａｂｏｎ は畑 には適さず， 茶色 の ｔｕｍｉｈｏｎ が もっともよく， 黒か ら緑の

ａｕｍｉ　ｔｕｍｉｈｏｎがそれにつ ぐという。

　 土地 はまた所有者 によ って も分類 されている。現在の土地所有 を図１６に しめ した。

はじめに所有者， （ ） に リネージ名を記 して ある。 土地の相続 は基本的 にはそれぞ

れに分派 して いった長子 による相続で ある。 しか し，長子の名が土地所有者 と してあ

げ られ るが，実際 の所有 はむ しろ リネージの所有であ るらしい。それは後 に述べ る土

図１５ 土 の　分 類
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図１６ ア ライ近 辺 の土 地 の所 有 権

地の利用の仕方 によってそのよ うに推測 され る。

　 さて， この図でみ ると，上流 は メイ川 にはじめて入 って きた Ｎｅｉｂｉによって所有

されてお り， ア ライ川流域 はこの流域 には じめて入 った Ｎａｕｎｏ に所有 されて いる。

上流の ブルマイ， ワヤ ップは Ｎｅｉｂｉの村であ り， ア ライは Ｎａｕｎｏ の村 で あ る。

Ｐａｕｎｏや Ｈｉａｎｏ，　Ｔｕｎａｋは後 にきた人 々で，　 Ｎｅｉｂｉや Ｎａｕｎｏに土地 をも らった と

いうことにな って いる。また，アライ川 の上流 ではニモ族 の土地 と接 し，Ｓａｒｉ，　Ｎｉｍｏ

という村 の所有 にな ってい る。

　 ３．２．　 サ ゴデ ンプ ン の 採 集

　 アライを中心 と して， ウム とウォシイニの間 でのサゴ採集地，パ ンノキの栽培地 ，

畑の実際をみてみ よう。

　 土地 には地名がついている （図１７）。 それ は， ｗｅｉｌｎｏ と ｓｉｅｎにつけ られて いる。

上流か ら ｗｅｉｍｏ の地名 をあげてゆ くと，　 Ｓａｐｏｒｉ，　Ａｉｂｕｒｕｍｕｉ，　Ｏｒｕｍｕｅ，　Ｗ ａｎｉａ－

ｇａｂｕｉな ど と な る。 一方，　ｓｉｅｎ の方 は，　Ｕｍｕ，　Ｔｅｐｉｎｓｉｅｍｂｏ，　Ｄａｒｂｉｎ，　Ｗ ｏｓｉｎｉ，

Ｗ ａｒｍｏ とい うよ うに命名されている。

　 サゴの採集地 は， アライ川 のサゴヤシの栽培地 を除 いて，ｗｅｉｍｏに集中 している。

そ して，ア ライ付近で は，サゴヤシの純林 はな く，混成林 しかない。 アライより少 し

上流のブルマイとの間にはサゴヤ シの純林 がみ られ るが，それはブルマイの人 々のサ

ゴの採集地で ある。

６５０



Boundary Marker of Breadfruit Forest 
* mokroui(Saccharum sp.) 
*  auku(Cordyline fruticosa) 
•  wan(Octomeles  sumatrana) 

 & apa(Ficus sp.) 
 •  am(Artocarpus altilis)

図１７　アライ近辺のサゴ林，パンノキの林，畑の分布



図１８　アライ川における畑と出造り小屋の命布

〈パンノキの林の所有者〉

a. Naini (W) 
e. Naiti 
i. Piter

b. Ugeret (Wayap) 
f. Masio (W) 

j. Naini (W)

c. Kuwainis (W) 

g. Namuno (U) 
k. Kabis

d. Napai 

h. Nawop

畑とパ ンノキの林の所有者

〈畑の所有者〉

 1. Neno (U) 2. Mamuno (U) 
3. Namuno (U)* 4. Naiti 
5. Naiti 6. Joseph* 
7. Namau 8. Tomas* 
9. Naiti* 10. Joseph 

11. Tomas 12. Kabis* 
13. Piter* 14. Tomas 
15. Samson* 16. Nawai 
17. Muno* 18. William 
19. William 
20. William, Marson & Ropet (W) 
21. Markai 22. Funi (Augi) 
23. Naiti 24. Kuwainis (W) 
25. Tomas 26. Towas 
27. Muno 28. Naiti 
29. Neno (U) 30. Muno 
31. Naini (W) 32. Neno (U) 
33. Nawai 34. Naini (W) 
35. Kuwainis (W) 36. Tomas 
37. Naiti 38. Nawop 
39. Kuwainis (W) 40. Naini (W) 
41. Kuwainis (W)* 
42. William &  Markai 
43. Naiti 44. Masio (W) 
45. Neno (U) 46. Noru (U) 
47. Namuno (U) 48. Markai 
49. William 50. Nawai 
51. Nawai 52. Nasin 
53. Naburin (W) 54. Naiti 
55. Namuno (U) 

 (U): Umu  (W): Wosini
記入なしはＡｒａｉ
＊印は新 しい畑
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工，ｐａｓａｗｉ

（葉 が 小 さくなる）

２，ａｕｎ｛ｎ

　 （花 芽が出る）

ρ

３．ｈｕｅ

（花芽 がのびる）

４，ｈａｍｋｉｍｏｎ

（花芽が開 く）

５，０ｕｒｌｗｕｎ

（花芽 が開ききる）

６．ｎｉｎｉｗｕｎ

（イεカ｛塒１く）

７．ｙａｓｕ

（果 実がつ く〉

図１９ サ ゴの花 開 期 の成 長段 階

　 アライの人 々のサゴの採集地は，上流の Ｓａｐｏｒｉと，村の 向かい側 のサゴ林 Ａｉｂｕ－

ｒｕｍａｉで ある。 下流の Ｏｒｕｍｕｅのサゴ林 は ウォシイニの人 々によって採集される。

ここにみ られ る原則 は，常 に居住地 の位 置より上 流において サゴが採集 され るとい う

ことであ る。 何 故な らば， サゴヤ シはそれ らの林で切 り倒 され， ｌｍ 以 内 （多 くは

８０－８５ｃｍ） の長さに切 られ， イカダの ように それ らを組んで村 に運ばれるか らであ

る。下流か らは，流 れにさか らうため，極 めて重い労働 とな り，普通は行 なわれない。

例外 は， ア ラィ川での栽培地 である。 ここでは出造 り小屋 がつ くられ，その近辺でサ

ゴデ ンプ ンの採集が行なわれ，デ ンプ ンだけが村 に持 ち帰 られる。

　 また， 野生 の サゴヤ シが採集 され るのは，川 よりせいぜい ５００ｍ 以 内であり， そ

れ より奥で は，切 ったサゴヤ シを川 まで運ぶ ことがや はり過重な労働 とな る。 しか し，

ｗｅｉｍｏ側 は刻 々と川の水 によってけず りと られ， 奥地の サ ゴヤ シが川の近 くに出る

ようにな る。

　 さて，サゴヤ シはいつ切 り倒 されるので あろうか。 イワム族 はサゴヤ シの花の咲 く

時期 を７つの段階 に区別 して いる （図１９）。 まず花芽が出 る寸前 の段階を ｐａｓａｗｉと

い う。花芽が出 ようす るとき， その直前 の葉 は小 さくなるという。 この小 さい葉が出

た段階 をいう。 ついで花芽 が出た段階 を ａｕｎｉｎ とよぶ。 そ して花芽 がのびは じめた

段階を ｈｕｅとい う。 花芽がのび切 り，枝分かれ して くる。 すなわち，花芽が開 きは

じめた段階 を ｈａｍｋｉｍｏｎ とい う。 花芽 が開 ききった段階 ，　ｏｕｒｉｗｕｎ がそれにつづ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５３
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き，そ して花が開 く。 この凌階 を ｎｉｎｉｗｕｎ とい う。 最後 に果 実がつ く。 この段階を

ｙａｓｕ とい う。

　 は じめの ｐａｓａｗｉの段階以前では，サゴヤ シの幹 の中は水 っぽ いとい う。 そ して，

花が開いた ｎｉｎｉｗｕｎ ではすで に遅 くてデ ンプ ンが少ない。 それ故 ，　ｎｉｎｉｗｕｎ まで に

採集 しなければな らな い とい う。 実際に彼 らがサゴを切 り倒す のをみ て い る と，

ｐａｓａｗｉの段階， あるいはそれ以前 のものを対象 として いる。 す なわ ち，斧 で幹 を少

しこそぎ とり， それを口にふ くんでデ ンプ ンの多 さを実際にた しかめてい る。あるい

は切 り倒 してか ら，斧で こそいで，それを口にふ くんで確 かめている。 も し，まだデ

ンプ ンが充分 でな いと判 断 した ときは，立木 のままの もの はそのまま放置 してお く。

切 り倒 した ものは， さ らに数 カ所，斧で開ロ部 をつ くってお く。 このように してお く

と，ａｍｕ とよばれ るカブ ト虫 のような虫 （Ｒｈ！ｎｃｈｏＰｈｏｒｕｓ　ｂｉｌｉｎｅａｔａ）が卵を生みつけ，

ａｕｋ とよばれ るその幼虫 を採集す ることがで きる。

　 現在で は鉄斧 （ｗａｎｕ）が使用 されて いるが， かつては石斧 （ｈｅｉｎ）が用 い られてい

た。その石斧 はサゴヤ シ専用 で，他の木を切 るときには用い られない ものであ る。 ニ

モ族の村で， この石斧 をみたが，現在で はもはや使 われて いない とい う。

　 切 り倒 されたサゴヤシは ８０－８５ｃｍ 位 の長 さに切断 さ れ る。 この断片 を ｎａｎ　ｈａｔ

とよぶ。 これを川 にまで運 び，川の 中でイカダに組み上げ る。 サゴの主軸あ るいはま

っす ぐな木を中心 に して，その側方 にサゴ片 を くくりつけてゆ く。 イカダのつ くり方

に二通 りあ り，ひとつ は，サゴ片の数が少 ない とき　 サゴ片 の長軸 を中心の木 と平行

に して組んでゆ く。 この組み方を ｎａｎ　ｎｅｓｅｐ とい う。 サ ゴ片 が多 くなるとその長軸

を木 に対 して直角 に組んでゆ く。 この組み方 ｎａｎ　ｋａＳＵ という。 さらに多 いときは，

もう１本木をふや し，サ ゴ片 を ３列 に組む ことがある。 どの方法で も３列 にされ るこ

とがあるが， どちらかといえば まれである。

　 こうしてイカダに組 まれたサゴヤ シは村の近 くに運 ばれて くる。そ して，川 につけ

たまま，イカダをつないでお く。 サゴヤ シを切 り倒 して村の近 くにまで運んで くるの

は男 の仕事であ るが， これ以後 は女 の仕事 とな る。

　 村で は， まずサ ゴの濾過器 （ｏｕｋｕｎ）が組み立て られ る。 ２本 の柱 （ｋａｉｋｕｒｅｐｉ）を

たて る。 その柱には，木 の皮 （Ｈｉｂｉｓｃｕｓ　ｔｉｌｉａｃｅｕｓ）でで きたひ も （ｅｉｍａｔ）が くくりつけ

てあ り， そのひ もの間 に濾過器を通 して，斜め に固定 させ る。濾過器はサゴヤ シの葉

鞘部 が用 い られ る。 それがまだ生の内に， ココヤ シ （ｓｉｅ）の繊維 （ｋｕａｎ）を切 り目を

入れた葉鞘 にさ しこみ， 上端 の縁 を ａｕｉ（Ｓａｃｃｈａｎｕｍ　ｓＰｏｒｔａｎｅｕｍ）の茎 を二つ に割 っ

た もの （ｈａｕｓａｕｉ） で固定す る。 こうしてつ くられた濾過器 を柱 に固定 すると，その
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下部 に小 さな 舟を置 く。 この 舟 を

ｎａｎｋｕａ－ｉあるいは ｎａｎｋｕａ－ｉｍａｔと

いう。 この舟 はデ ンプ ンをため るた

めの ものである。往 々にして， ごみ

をとるため にザル （ｗａｙａ）がおかれ

る。現在で は金網 のザ ルが用 い られ

ている。 また， このザルの上 にサ ゴ

ヤシの新葉 （ｎｅｍａｔ）がおか れ る こ

とも多 い。

　一方， サゴ片が村 の中にはこばれ

て くる。 ２片 あるい は４片 ぐらいが

一度 にサゴデ ンプ ンを とる平均的 な

量であ る。陸上げ されたサゴ片 は，

斧で縦 に半分 に開かれ る。新 しいサ

ゴの髄部 は生で も食べ られ る。 ただ

し，食べ るのは子供や女達 だけであ

る。サ ゴの髄部 をサゴ打 ち棒（ｓｅ）で

打 ち くだ く。現在で は，鉄の管 をつ

写真 ５・「サゴデンプンの採集」 川岸近くに濾過器を

　　　　組み立てる。

けたサ ゴ打 ち棒 （ｈｅｉｎ　ｓｅ） もみ られる。そ して打 ち くだかれた粉 を濾過器の上 部 に入

れ，水をか けなが らもんでデ ンプ ンを舟 の方 に流す。

　デ ンプ ンを ｎｉｎ，舟 にた まる赤い上澄液 を ｎｉｎ　ｏｕｋ， デ ンプンを とった残 りの繊維

カスを ｎａｎｓｕｋ とい う。 とり出 されたデ ンプ ンはｎａｍｂｕ－ｉ（また は ｎａｍｂｕ－ｉｍａｔ） と

よばれ る舟 （ｎａｎｋｕａ－ｉと同 じもの） あるいは ｔｕとよばれる容器 に入 れ られて保存 さ

れる。ｔｕ はヤ シ科植物の ｔｕ とよばれるヤ シの葉鞘部 を折 るようにして作 った容器で，

大きい ものを特 にｎａｍｂｕ　ｔｕと称 し，サゴの保存容器，あるいは調理用の容器 と して

用い られる。 １片の サゴヤ シか ら， 普通 ４杯の ｔｕのデ ンフｏンがとれ る。

　栽 培されるときは，則芽 （ｎａｎ　ｎｕ）が移植 され る。 まれに種子 か らの実生 も利用 さ

れ ることもある。そ して，植え るときは草な どの下刈 りをす るが，以後 は放 置された

ままであ る。

３．３．　 パ ン ノ キ の 栽 培

パ ンノ キはｓｉｅｎの側 に植え られる。 アライ近 辺の例 でみ ると，Ｕｍｕ，　Ｔｅｐｉｎｓｉｅｍｂｏ，
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写 真 ６． 「パ ン ノ キ の 林 の 境 界 」 ａｕｋｕ （（７０ｒｄ］ｌｉｎｅ

　 　 　 ｆｒｕｔｉｃｏｓａ）が境 界 の 印 に も ちい られ て い る。

Ｄａｒｂｉｎ，　Ｗ ｏｓｉｎｉの各 ｓｉｅｎ にパ ン

ノキが栽培 さ れ て い る。　この内の

Ｄａｒｂｉｎ にみ られ るパ ンノキの林 を

より詳 しくみてみ ると次のよ うであ

る。

　 アライ側 （上流側） か らＡか らＫ

（図１７）の符 号がつけて あるが， こ

れ らの １区画 ごとが一人の所有のパ

ンノキ林であ る。 これ らの境 目は，

多 くは ａｕｋｕ（Ｃｏｒ４ｖｌｉｎｅ　ｆ「Ｕｔｉｃｏｓａ）で

区切 られて いる。 他 に，ａｐａ（Ｆｉｃｕｓ

ｓｐ・），　ｗａｎ （Ｏｃｔｏｍｅｌｅｓ　ｓｕｍａｔｒａｎａ），

ｍｏｋｒｏｕｉ（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ　ｓｐ．）な ど で 区

切 られて いる。 これ らはいずれ も植

え られた ものであ り， １本あ るいは

数本が植 え られてい るにす ぎな い。

またパ ンノ キその ものが 目印 にされ

て いる場合 もある。 その ときは必ず

他のパ ンノキと区別で きるよ うな木であ り，他 か らやや離 れて独立 した木であ った り

す る。 ここにみ る例 は，小 さな木で しか もやや独立 したパ ンノキが目印 に用い られて

いた。

　 パ ンノキの林の断面 図 （図２０）をみ ると，パ ンノキの林 の川側 は，減水期 に は砂地

あ るいは泥地であ る。 そ して，ａｕｉ（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ　ｓｐｏｎｔａｎｅｕｍ）の草地が広 がる。 この草

地は １～８ｍ 位の幅で広 が ってい る。 その内側 はパ ンノキが栽培 されているが， ２～

３列 ほどは下草 も少 ない。野生化 したタロイモや， ショウガ科の植物がまば らに生 え

ている程度であ る。 その 内側 には，さ らに大 きなパ ンノキが奥まで続いているが， 同

時にパ ンダナス，および その他 の雑木 がお い繁 っている。

　パ ンノキの林 は ３つの ゾーンに分 け られ る。 川側の ａｕｉの草地 を ａｕｎｏｕｋ とい う。

ａｕｉの草地 を焼 き，そのあ とにパ ンノキの実生 が植 え られ る。 それ故 ，この草地 には

パ ンノキの幼木 がみ られ るのが普通で ある。また，パ ンダナスの芽 の出た幹 が植 え ら

れることもあ る。

　 その内側 を ａｍ　ｋｕｓｅｎ とよぶ。 パ ンノキの果実 を 集める ゾー ンであ り， パ ンノキ
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図２０ パ ン ノ キ の 林 の 模 式 図

の果 実を集 めるとい う意味 である。 これ らの木 の下枝 はなお低 く，一本の棒 でで きた

ハ シゴをつか った りして木 に登 った り， あるい は下か ら ｍｏｎｉｅとよばれる， 先 にひ

っかける棒 あるいはナイフのついた長 い棒 を用 いて果実を集 める。 また， このパ ンノ

キを ａｍ　ｙａｐａｎａｋｕ （川側 のパ ンノキ） とよぶ。

　さ らに内側のゾ ーンを ａｍ　ｇｉｐａｃという。 パ ンノキの種子 を拾 うという意味 で， こ

のゾー ンで は果実を収穫 しない。すなわ ち，木 はすで に大 きくな りす ぎて，木 に登 り

にくく，また下草，雑木が生 え，落 ちたパ ンノキをさが しに くいのであろう。 このゾ

ーンでは，自然 に落 ちたパ ンノキの種子のみが拾 い集 め られ るだけである。 このパ ン

ノ キを ａｍ　ｗｅｉｋｉａｎａｋｕ （森側のパ ンノキ） とよぶ。

　古いパ ンノキの林で は，川側 か ら１３～１５列 ほど奥 までパ ンノキが栽培 されて い るの

が認 め られた。 しか し，森 側のパ ンノキで も ５列 よ り奥で はつ る性植物がか らま り枯

死す るパ ンノキが多 い。それ故 ，内側 のパ ンノ キか ら順 に枯 死 してゆ く。反対 に川側

で は徐 々に新 しい泥の瀬が形 成され，ａｕｉが生 えて くる。 その ａｕｉを焼 いてパ ンノ キ

が植 え られ る。 それ故，比較的恒常 的に この ような状況が保たれてい る。
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　なお，パ ンダナスは，パ ンノ キの林のみでな く，畑 の側方，村 の森側 などにも植え

られて いる。収穫 まで には３～ ４年かか るとい うが，あまり確かではない。彼 らの時

間の観念は，長い期間 にな ると極 あて あいまいになるか らで ある。

３．４． 畑 に つ い て

　ア ライ近辺，およびアライ川 にみ られ る畑を図１７，１８にプロ ットしておいた。 この

範囲内で５５の畑が確認 できた。ただ し， これ らの畑の総てがアライ， ウム， ウォ シイ

ニの人 々の所有ではない し， これ らの人 々の畑が総て この中に含 まれてい るわ けで は

ない。 とはいえ， これ らの人 々以外 の畑 は （２２）の畑のみである。 また， これ らの人

々が もつ これ ら以外 の畑 のほとんどは，かつて村があ ったカィカネア （Ｋａｉｋａｎｅａ）や

コウシエ ン （Ｋｏｕｓｉｅｎ）に集中 している。 それ以外 は， はるか上流のホ ットミンに畑

を もつ ものが いる。 これはかつて ミア ン ミン族のため に舟 をつ くりにいった ときなど

につ くった畑であ る。 これなどは例外 的に遠 い畑であ る。

　 さて， アライ近辺では丘 （ｎｕｂｉ）は １カ所 あるだけである。　Ｗ ａｎｉ　ｎｕｂｉとよばれ る

ところに ３つ の畑がつ くられて いる。 この丘 での畑 にはやや常畑化 して いるもの（９）

が ある。 これ以外で はサゴ混成林，あ るいはサゴヤ シな しの林 の中に畑がつ くられて

いる。 しか も， その ほとんどは，ｗｅｉｍｏ側 の川 に面 して畑が開かれて いる。 そのた

め，少 しず つ川岸が けず られ， ３～ ４年 で畑 は川の中 に水没 して しま う。

　 さて，畑 に何が どの ように植 えられてい るかは， い くつかの畑 をとり出 してみよ う

（図２１）。畑の番号は図１７，１８の畑 の番号 に対応 してい る。

　 まず （３） の畑 をみてみ ると，この畑 はまだ開いた ばか りの新 しい畑で， ウムのす

ぐ近 くに開かれた ものであ る。 変形で はあ るが，縦 ４５ｍ，横 ３０ｍ ほどのイワム族

の畑 と しては大 きい ものであ る。 まわ りはサゴヤ シな しの林であ り，それを切 り開 き，

部分 的に焼 いた畑 である。畑の外側 には，すで に植 え られて いたパ ンダナスとビ ンロ

ウヤ シがあり，そのために変形 とな った もので ある。畑 の外縁 には，サ トウキビが植

え られて いる。品種 名は不明であ るが　 いろいろの種 が植 え られてい る。 また ， トウ

モ ロコシも外縁近 くにやや密集 して植 え られる。 そ して各種 のバ ナナが適当に植 え ら

れて いる。所有者 によれば， さ らにバ ナナを植 えるということであ った。 サッマイモ

は一カ所に集 めて植 えられて いるが これ もさ らに多 く植え るとい う。枯木の もとに日

陰 をつ くり，そ こにタバ コの種が まかれ，芽 がでて いた。 この芽 はいずれ もっと広 く

移植 され る。 なお，畑での農耕具 はほり棒 （ｈｉｙａｎ）のみであ ったが，現在ではシ ャベ

ル も用い られ るよ うにな った。
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図２１ ア ラ イ 付 近 の 畑 の 実 例
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写 真 ７・ 「新 しい畑」 Ｎｏ・３の畑 。 バ ナ ヂ， トウモ ロ コ シな どが植 え られ て い る。

　 （６） の畑 も新 しく開かれた畑 で，縦 ４５ｍ，横 ２０ｍ ほど。川側 にタ ピオカを一列，

その内側 にサ トウキビを一列植 えている。道側 にサッマイモが一面 に植 え られて いる。

このサッマイモ も３種か らな っていた。下流側 にサ トウキビとタ ロイモ が列状 に交互

に植 えられて いる。 このよ うに規則正 しい植 え方 は， この畑 １列 だけで あった。所有

者 はまだ結婚前 の若 い男で， こうした植え方 は，ウェワクで覚 えて きた ものであ る ら

しい。あ とは，バ ナナが少 々。 これ らもいずれ新 しい株を入手 した ときに植 え るとい

う。 また図の （ａ）の位置には トウモロコシを， （ｂ）にはサツマイモ をさ らに植 え ると

い う。 ピーナ ッッが少 し，ヤムイモが一本植え られていた。道の向こう側の伐採 は終

わ り，乾燥 した後 に この土地 も畑 にす る予定で あるとい う。

　 （８） は丘 （ｎｕｂｉ）にある畑で， 外縁 にサ トウキビが植え られ， バ ナナは一面 にま

ば らに植 え られてい る。サ ツマイモが ３カ所 に植え られて いる。タロイモ は適 当に散

らば って植 え られてい る。 そ して，ハイビカが ２株，ヤムイモが １本 ， ヒョウタ ンが

１本 ，カボチ ャが １本ずつ植え られていた。

　 （９） は同 じく丘 にあり， （８） につづ く畑であ る。 この畑 は手入 れがよ くゆきと

どいており，タバ コを植えた部分を除いた畑の全面 にサッマイモが植 え られてい る。

また，畑 のまわ りにはサ トウキビがかな り規則的 に植 え られてい る。バ ナナはサツマ

イモが植 え られた中 に散在 し， ヤムイモ は２本植 え られていた。タバ コおよびサツマ

イモが植 え られて いる中にカボチ ャが混 じって いる。ハ イビカも数カ所 に植え られて

いる。 この畑 は，最盛期の畑 で，すで にビンロゥヤ シやパパ イヤなどの木 が植 え られ
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ている。

　畑 は先 にみた ような大 きさの もの とは限 らない。 む しろ， （１２） や （１５）にみ られ

るよ うな小 さな畑 も少 な くな い。（１２）で は ２０×２Ｑｍ ほど，（１５） は １５×７ｍ ほど

の小 さな畑で ある。

　さて，（１２） はまわ りがサゴヤ シ混成林であ り，畑の中にサゴヤ シが残 されて いる。

この畑 ではバ ナナとタ ロイモ は適当に散在 している。サ トウキ ビは畑の外縁部 に植 え

られて いるが，同時にあち こちに植え られている。 このサ トウキビが畑全体に広が り

は じめると， この畑 は放棄 され る方向に向かって いることを しめ して いる。サ トウキ

ビは茎部 だけが収穫 され，茎の基部 と根 は残 される。そ して，そこか らサ トウキ ビが

また育 つだけでな く，先端部 も土中につ きさされて， さらにサ トウキビを生えさせ る。

それ故， サ トウキビが収穫 され るごとに，サ トウキビの しめ る割合 はどん どん上 って

ゆ く。 さて， この畑で はサツマイモがわずかに植 え られてい る。 これは植 えかけてや

めて しまった あとであ る。 トウモ ロコシは収穫 が終 わったあ とで， ここもバナナ とタ

ロイモにいずれ しめ られるよ うにな る。 そ して， この畑に もヤムイモが １本植 え られ

ている。 ヒユが ２カ所，ハ イ ビカが数株 ，スイカが ３本植え られていた。

　 （１３） ではバ ナナとタ ロイモ，サ トウキ ビが全体 に植え られてい る。放棄 され る方

向 により進んだ畑で ある。　 トウモ ロコシは成長が早 く （約 １カ月半）， こうした畑で

もよく植え られる。 この畑 にはタバ コが少 し残 っているが， もはや成長はよ くな い。

そ して，イ ンゲ ンマメが １本植 え られて いた。

　 （１５） の畑 は，非常 に小 さい畑で ある。まだ新 しい畑で あるが，所有者 は この村 に

まれ に しか帰 って こないた め，サ トウキビが主体 とな っている。 タバ コは種 をまいた

ところで，芽が出 ると移植 され る。 サッマイモ も少 しで，いずれ増やすつ もりで ある

という。 トウモ ロコシはもう収穫 がすんで いる。ハ イビカ， ピーナ ッツが少 し植 え ら

れている。

　 （１７） は ２年位た った古 い畑で，バ ナナ とサ トウキビが主体 であ る。 それ にタピオ

カが少 し新 しく植え られ，さ らにパ ンノ キが植 え られて いる。 すでに草 におおわれ，

いず れパ ンノキだ けが残 る畑で ある。

　 （４１） も古 い畑で，サ トウキビとバ ナナか らな る。 家の近 くであ るため，ベニノキ

や カポ ックがみ られ る。 ここもすでに草 におおわれている。

　 さて， このよ うに実際の畑 をみて きたが，栽培の方法にい くつかの原則 がみとめ ら

れ る。

　　（ｉ） 畑 を開 いた とき，基本的には切 り倒 して枯 らすだけであるが，その一部 は焼
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写 真 ８． 「古 い畑 」 Ｎｏ・１７の畑 。 バ ナ ナ とサ トウ キ ビで しめ られ， 雑 草 が生 え て い る。

　 　　　かれ る。 そ して，焼 かれた ところにタバ コ とサツマイモが植 え られ る。 （９）

　 　　　の例 は例外で，畑全面 が焼 かれた例である。

　 （ｉｉ） サ トウキビは畑 のまわ りに植 え られ る。後 にあちこちに植 え られ るようにな

　 　　　る。

　 （ｉｉｉ） バ ナナは畑 を開 いた始 めか らあちこちに植 え られる。 タロイモは遅れて同様

　 　　　の方法で植 え られ る。

　 （ｉｖ） サ トウキビ，バ ナナ，タ ロイモ，サ ツマイモなどは， さまざまの品種が混ぜ

　 　　　られて植 え られ る。

　 （ｖ）　 トウモロコシは １年 に２～ ３回， また古い畑 で も植 え られ ることがある。

　 （ｖｉ） ヤ ムイモは １本 あるいは２本 ほど しか植え られない。

　（ｖｉｉ） ハ イビカ， ヒユ，カボチ ャ，スイカ， ヒョウタ ン，イ ンゲ ンマメ， ピーナ ッ

　 　　　ッな どは，少量が混栽 され るにす ぎない。

（ｖｉｉｉ） 放棄 に近 づ くほどに，サ トゥキビが増え，結果 的にはバ ナナ とサ トウキビの

　 　　 混栽のよ うな形 にな る。

　 （ｉｘ） パ ンノキ，ビ ンロウヤ シ，パパ イヤな どの果木 は畑 の最終段階近 くで植 え ら

　 　　　れ る。

　 （ｘ）　 これ らの例 には出ていないが，果木の他 にサゴヤシ，パ ンダナスを植 える場

　 　　 合 もあ る。

　さて，以上のよ うにタロイモ，バ ナナ，サ トウキビを中心 に して，その他の作物が

６６２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．



吉田　 パプアニ ューギニア，イワム族の農耕に関する民俗分類の予備的報告

少 しつつ混栽 され るのが基本であ る。近年 にな って導入 された トウモ ロコシは徐 々に

浸透 す る様相をみせている。そ して，畑の終 りに近づ くとパ ンノキや ビンロウヤ シ，

パパ イヤ， サゴヤ シ，パ ンダナスなどの樹木が植え られる。 しか し，あま りに川 に近

い畑 や ｗｅｉｍｏ側の川 の水が よくあたる畑で は，川に侵蝕 されて水 没 して しまうため，

樹木 も植 え られず，そのまま放置 され る。一方で，川の侵蝕 のた め，新 しい土地が川

岸 に出現 し，常 に新 しい畑 を開 くことがで きる。

３．５． 土 地 の 利 用

　野生サゴヤ シの採集 は原則 と して，それぞれの リネージ所 有の土地で行 な う。 それ

故， 基本的 には その リネージが所有す る土地近 くに村 を形成 する ことにな る。　 しか

し， よ くみ られ る例 は妻方をたどって村 に住 みつ くことであ る。 その際 は リネージの

長 （ｙａｎｇａｍ　ｂｕｒｉ）にその所有す る土地 に生えた サゴヤ シの採集の許可をえて サゴを

採集す る。 一般 にそれが拒否されることはない。 そ して，そのサゴ採集 に対 して，何

らの代償 も必要 としない。

　 サゴヤ シの栽 培につ いて も基 本的に同 じであ る。 リネージ所有の土地 にサゴヤ シを

植 える。そ して， もし他の リネージの土地であれば， リネージの長にその許可を得 れ

ばよい。そ して，その代償 も不要で ある。ただ し，一旦植え られたサゴヤシは，その

サゴヤ シを植 えた人 の個人所有 となり， その植えたサゴヤ シか ら派生 してきたサ ゴヤ

シを含 めて相続 されて ゆ く。

　パ ンノキ，パ ンダナスもサゴヤ シと同様 に考えてよい。 しか し，パ ンノキの場合 は，

数年 おきに幼木，あ るいは実生を植 えて ゆ くという労働 がと もな う。 これは息子や娘

に相続 されてゆ く。

　 ココヤ シやマ ンゴーなどの果樹は １本ずつの所有者 が決 ま ってい る。多 くは村の中

に （あるいはかつて村 であった ところに）栽培 されてお り， １本 １本 に個人所有が明

確に認識 されて いる。 それ らも植えた人 ，お よびその相続 による所有であ る。

　 畑の所有 もサゴヤ シの栽培 と基本的に同 じで ある。 しか し，畑の ほとんどは川の中

に没 して しまうため，相続 の対象 とはみ られていない。 丘 （ｎｕｂｉ）の畑 は水没 しない

が， ３年 ぐらいで放棄 されて ゆ く。

　 一応 ， このよ うに考 えてよいが，実際には土地 の所有 はそれほど意味を もたないよ

うであ る。土地の使用を拒否 され ることはまず ないとい って よい。その拒否 はブラ ッ

ク ・マ ジックを喚起 し，拒否 した人が非常 に危険な状態にな る可能性が高い。一方で，

この地域 は もと もと人 口が稀薄であ り，人 を受 け入れ ることを歓迎 してい る。 こ うし
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た理由により，実際の面では誰でも土地を利用できる状態にある。

　土地所有の問題で極めてテンションが高 くなることがある。それは他部族との境界

においてである。 アライ川の上流ではニモ族の土地 とＮａｕｎｏの土地が接 している。

この境界の越境は紛争のもとになる。土地の境界には必ず印がある。そのほとんどは

巨木であったり，特徴のある木やサゴヤシなどの天然のものを用いている。ところが，

これ らの木は往々にして水没するし，一方で川の侵蝕により森深くに入 り，川か ら容

易にみえなくなってしまう。川の侵蝕は実に激 しいものである。それ故に，新 しい印

を設定 してゆくのだが，そのときに意見の くいちがいが時としておこる。イワム族内

でもまれに起 こるが，かなり簡単に話がつ く。 しかし他部族の場合は，深刻な事態に

なる。双方の男のほとんどが一堂に会 し，かつての印があるときはそれをさが し，な

いときは双方の記憶を合せて土地の境界の設定を しなおす。

　なお土地の所有といっても，その奥行きについては不明瞭である。イワム族が実際

に利用する土地は５００ｍ，せいぜい ｌｋｍ までであり，それ以上奥の土地は未利用と

いってよいであろう。

３．６． 季 節 に つ い て

イワム語 には年 とい う語 はな い し，季 節に対応す る語 もない３）。 そ して，普通 は年

３）イワム族にみられる季節以外の時間の認識について簡単に述べておこう。

　 昼を ｅｉ，夜を ｎｅｂｕという （図Ａ）。 １日の単位は昼と夜を合せたものでありｅｉという。 １
日のはじまりは明確でないが，夜明けらしい。夜明けは ｉ・ｏｎｋａｎａｎｉ（太陽が昇る）といい，正

午はｉ　ｍｏｋｏｙａｎｏｋ（太陽が上に くる），日没は ｉ　ｎａｋａｉｍ （太陽が沈む）という。 そして，正午

までを ｎｏｋｏｋ，午後を ｎａｕという。夜に入 った頃を ｎｅｉ，夜明けに近い夜は ａｉｋａという。

図Ａ　１ 日 の 区 分
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は数 え られな いが， 時 に ａｕｉの 花が 何回咲いた ときとい うような数 え方 がな される

ことがあ る。 この ことか ら ａｕｉの 花が咲 くとい うことが， 季節の重要な分節 とな っ

て いることが知 れ る。 しか し，数 え られな い季節 は基本的 には循環 してお り，年 の始

めとい う概念 はない、

　 季節の指標 は ２つ ある。ひ とつは ａｕｉの花で あり，今 ひ とつは ｈｏｐｒｉ（アカテツ科

の植物） とい う木の実がなる ときである。 ｈｏｐｒｉは落葉性 の木であ り，かつ木肌 が灰

色でかな り目立 った木であ る。

　ａｕｉの花を ｆｕｌとい うが，　ｆｕ１が増水 によって水につかる ｆｕ１　ｂｕｋが もっとも重要 な

分節点であ る。 実 は，ａｕｉの花 は増水 して水 につか ると花 が咲 くのであ る。 そ して，

さ らに増水 して，その花が水 につかるとと ｆｕｌ　ｏｕｋ いう。　ｆｕｌ　ｏｕｋ はだいたい１２月 の

中頃であ るらしい。 この増水 は， この地方 の雨期 とも重 な るが，む しろ上流が雨期 と

なった ときである。 ア ライ付近では，減水期 と増水期で は ３ｍ 位 の差 があ り， 増水

期 には村 も水 びた しにな る （この高低差 は村の家の床柱 に残 る水位のあ とで計 って い

る。 また， ９月 か ら１１月にかけての滞在中で も， 川 の水 の増減 は激 しく， その差 は

２ｍ を こえていた）。ア ライ付近で は ２月中頃には水 が引きは じめ，　ｆｕｌ　ｉｂｉ（ａｕｉの花

　　 １日は ｅｉであるが，　ｅｉで日を数えるよりも昨日や 明日といった独立した語が用いられる方

　 が多い。 今日は ｐａｎｎｏあるいは ｐｕｒａｒｉ。　明日は ｗａｋ，明後日は ｕ，３日後は ｍｉ，４日後は

　 ｏｋｕｅｉ，５日後は ａｐａ　ｏｋｕｅｉという。 昨日は ｏｉ，１昨日は ｍａｎｓｉ，３日前は ｏｉ　ｍａｎｓｉという。

　 過去に３日，未来に５日の名称がある。

　　　　　　　　　　　　　　　 図Ｂ　 日　の　名 称

　Ａの満ち欠けは知られているが，月で時間を数えることはないようである （図Ｂ）。 月がみ

えないときを ｂｕａｎ・ｔａｍｕあるいは ｂｕａｎ　ｋａｍａｉという。 月が少 しみえたときを ｎａｓという。

以後，上弦の月までを ｎａｓｍａｔｎａといい，上弦の月を ｂｕａｎ　ｍａｒｕｇｕｒａ，そして満月を ｂｕａｎ

ｏｒｋｏｋという。 満月から新月にかけては同じ用語をくりかえす。 ただし，月に ２通 りあり，

ｎｅｂｕ　ｂｕａｎは寝てしまってからでる月を，　ｎａｕｌｉ　ｂｕａｎは太陽が沈んだすぐあとにでる月をい

い，満月以後は ｎｅｂｕ　ｂｕａｎということになる。

　なお，会う日などを約束するときは ｋａｕという結び目のあるひも （つるや木の皮など）を用

いる。同じ数の結び目をつくり，毎日ひとつずつ結び目を切り落 してゆき，最後の結び目がな

くなった日が約束 した日となる。
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図２２ 季 節 と 作 物

が乾 く） という。ア ラィのよ うに上流で は２月 中頃 には水が引 きは じめるが， もっと

下流では水が引 きはじめ る時期 はもっと遅 くな るとい う。 ｆｕｌ　ｉｂｉ以後，水 は引きは

じめ，ｈｏｐｒｉの実がな る頃には減水期 に入 る。

　雨期 ・乾期 はあ まり注目されていない。雨期 はそれ ほど規則 的に降 らないか らで あ

る らしい。 そ して，それ らの用語 も認 め られなか った。

　 さて，サゴヤ シ，バ ナナ，タ ロイモ，サ トウキ ビの ４種 は季 節を選 ばず収穫 され る

という。 この ４種 は増水期 に，水 につか って も腐死 しない。 これに対 して，ヤムイモ

やサ ツマイモ， トウモ ロコシなどは水 をかぶ ると腐死す るため，増水期前 に収穫 され，

種 イモや種が保存 され る （丘 や山麓 での畑のそれ らも，減水期 に入 ってか ら利 用され

るが）。 これ らの作物 は，ｈｏｐｒｉの実のなる時期以後 に畑に植 え られ，　ｆｕ１　ｏｕｋ　ＰＪ前 に

収穫 される。 こ うしてみ ると， この地方 にもっとも適 した作物 は，サゴヤシ，バ ナナ，

タロイモ，サ トゥキビの ４種 であ り，同時 にこれ らが この地方で古 くか ら栽培 されて

いた作物で あると考 え られ る。

　畑 は ｈｏｐｒｉ以 前か ら開 かれ は じめ るが， 実の ところいっせいに 畑を開 くと い うの

で はな く，増水期以外な らいつで もよい らしい。畑を開 くのが遅 いときは トウモ ロコ

シな どの ように収穫 まで に時間のかか らないもの と，バ ナナや タロイモ，あるいはサ

トウキビが植 え られ るだ けであ る。

　パ ンノキ とパ ンダ ナス には収穫 の時期が ある。 パ ンダナスは品種によって，収穫 の

時期がずれるた め，結局 は ９月か ら１１月 にか けて採集する ことがで きる。パ ンノギは

年 に ３回収穫で きる という。１０月頃， １月頃，そ して ６月頃 というが， ３回 はいか に
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も多 い。 その回数にはやや疑問 が残 る。筆者 の滞在 中は確かにパ ンノキめ収穫 期であ

ったが，他 の時期 は確 かφる必要があ ると思 われ る。そ して，先 の ４つの作 物 に， こ

のパ ンノキ とパ ンダナスが この地方の基本 的な栽培植物 とみてよいであ ろう。

４． 調 理 と 食 事

　 ４．１．　 調 理 法 と調 理 用 具

　 もっとも基本的な調理法 は２種類 ある。ひ とつは蒸 し焼 きにす ること， もうひ とつ

は焼 くことである。 料理す るに対応す る語 は ｐｅｎａｎｏｕｋ であるが， これ は葉 につつ

んで蒸 し焼 きにす ることであ る。 焼 き石で蒸す ときは ｓｉａｎａｎｏｕｋ という。 一方，火

（ｐｅ）あ るいは灰 （ｕｌｏｎ）の中 に直接入 れて焼 く方 法 は ｐｅｋｒｏｎ という。 また，薫製に

す ることもよく行なわれ る方 法で， これを ｎａｍｋｏｕｎｉｋｉとい う。 これ以外で は湯を

つ くるとい う ｎａｕｉが重要であ る。 現在で はナベ （ｓｏｓｐａｎ：ピジン語 よ りの借 用） が

入 ってお り，ナベで煮 ることを ｎａｕｉとい っている。

　 こうした料理法であ るため，多 くの用具を必要 としないが，その中で もっとも重要

なもの は家 （ａｍｕｇｏａ）の中につ くられる炉 （ｕ）である。 炉 は妻一人 につ きひ とつず

つ作 られ る。 この家 は高床式 の家で あるため，炉 は木の皮で格子状 にネ ットにつ くり，

それを床 に しば りつけ， その上 に厚 く泥 をお いた ものである。 そ して， 炉の上 に ｈｅ

とよばれ る棚 が組み立て られ る。火 に近い一段 目の棚 は，単 に横木がわた してあ るだ

けであるが， この上で いろいろの ものが焼かれ る。 その上 に，箱状 の棚がつ くられ る。

写真 ９・ 「イワム族の炉」上部の箱のような入れ物に，肉や魚を保存する。
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写真１０． 「ａｕｋを調理する」ａｕｋを葉につつみ，火の近 くの灰の中に入れて焼く。

これを ｙｅｎｏｋ とい うが， これの一方 は取 り出 しがで きるよ うに開 口部がある。 この

箱の中 に肉や魚 が保存 され る。 同時に， それ は薫製 にされることにな る。 そ して， こ

の炉の火 は絶やされる ことな く燃や しつづけ られ る。

　 この炉で ほとんどの料理が行 なわれる。魚や肉 （ブタ， ヒクイ ドリ，カ ンム リバ ト

など） は， まず ｈｅの上 において焼かれ る。 表面がだいたい焼 けた ところで，　ｙｅｎｏｋ

の中 にしまわれ る。野菜類 は，葉 につつんでチマキ状 に し，弱 い火， あるい は炭火に

な った中になげ こまれ る。 そ して，葉が こげるほどで とり出されて食 され る。 食物の

熱 い冷 たいは気 にされない。

　 野菜類 だけでな く，小 さな魚類， カエル，カゲ ロウ （ｓａｒｉａ：ｐｔｅｓｔｈｏｇｅｎｅｓｉａ　ｓｐ、）， カ

ブ ト虫の幼虫 （サ ゴにつ く虫 の成虫を ａｍｕ， その幼 虫を ａｕｋ といい， 木 につ くカブ

ト虫の成 虫を ｈａｎｕ， その幼虫を ａｕｂｕｉとい う）， サゴデ ンプ ンなど も同時 に葉 につ

つんで焼 かれ る。 この方法は，イワム族 におけ るもっとも普遍的な料理法 と考えて よ

いで あろう。 用 い られ る葉 は，ｎｕｗｏｒｋ （Ｃｕｒｃｕｌｉｇｏ　ｓｐ．）の葉 がもっとも普通で あり，

他 にバ ナナの葉 ，ｕｗｅｎｉ（Ｎａｕｃｌｅａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）の葉な どが用い られる。

　 それ に次 ぐのは，火の中にそのまま放 り込んで焼 く方法 である。タ ロイモ，ヤ ムイ

モ，サツマイモ，バ ナナ，パ ンノキなどはその典 型である。 これ らは原則 と して皮の

まま焼 かれ るが，ある種のバ ナナのみは皮をむいて焼 かれる。皮 な しのバ ナナ， イモ

類 は焼 いた のち， 貝殻 （ａｋｕｔ：Ｇｅｔｏｎｉａ　ｓｐ．）で こげた 部分 および皮 を丁寧 に こそぎ

（ｕｓｕ），食 べ られる。 その際，　ａｕ－ｕｄ とよばれ る火バ サ ミが用 い られ る。 これ は適 当
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写 真 １１． 「湯をつ くる」焼き石を水の入った ｔｕの中に入れて湯をつくる。 とな

りの ｔｕの中にはぬれサゴが入っている。

な長さの ａｕｉの茎 を半分 に割 ってハサ ミとし，イモなどを火 に入れた り出 した りす る

のに用 い られ る。

　パ ンノキは， 炉 で焼 かれることもあるが， 量の多 い時 は戸外で焼 かれる。 多 くの

場合 ，サゴの樹皮 が用 い られ， これ らを井型 に組 み，その上 にパ ンノキの果実をのせ

る。一度焼 けたの ち， もう一度井型を組 み，反対側を焼 く。 そ して，種子 だけをとり

出 し，それを食べ る。

　調理法で もっとも変化のあるの はサゴデ ンプ ンの場合であ る。 サゴデ ンプ ンの もっ

とも普通の食べ方 は， 湯 にといて ダ ンゴ状 にかためた もので ある。 ｔｕ とい う容器 に

水 を入れ る。一方で サゴデ ンプ ンをとった残 りの樹皮 を割 ってつ くった タキギを井型

に組み，その上 に石 をおいて燃やす。焼 けた石 を火バ サ ミでつまんで水の中に入 れる。

思 うよりも簡単 に熱 い湯がで きる。 この湯には往 々に して ライムを半分 にきって入 れ

ることがあ る。 この方 がいやなに おいを消す とい う。 ぬれサ ゴの中に この湯を小型 の

ｔｕあ るい はココヤ シの実の殻でつ くった シャク （ｓｅｍｏｐ，これ も新 しい道具）です く

って そそぎこむ。そ して， ヘラ （ｎａｎ　ｈｉｙｏｋｏｕｔ：サゴデ ンプ ンの擢）で手早 くか きま

わす。 デ ンプ ンが透 明になった ところで， ２本の棒 （ｎａｎ　ｋａｉｂｕｒｉｋ）を片手でひ とつ

ずつ もち， くる くると２本 の棒で まわ しなが らダ ンゴをつ くり，葉の上 にのせてゆ く。

このダ ンゴを ｎａｎｏｐ とい う。 セピック河の下流では このダ ンゴはもっと柔 らかい。

またハ ルマヘ ラ島のガ レラ族や，イ リア ンの セビヤール族 でみた もの も， もっと柔 ら
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写 真 １２。 「ｎａｎｏｐを つ つむ 」 一 回 でつ くられ る ｎａｎｏｐ は １０～ ２０つ つ み ほ ど 。 こ

れ を棚 な どに お いて 食べ た い と きに食 べ る。

かい ものであ った。 イワム族の それはず っと湯の少 ない，固い もので あった。彼 らに

いわせ ると，柔 らかいサゴデ ンプ ンは腹のた しにな らぬ とい う

　 この ようにしてつ くったダ ンゴを１０～１５個，子供用 には ２～ ５個 のせ るとつつみ こ

んで，高い棚 や梁 の上 にのせてお く。 １回 にこのよ うなつつみを１０～２０個 ほどつ くる。

す ぐに食べ られる こともあ るが，む しろ冷えてか ら適当に とり出 して食べ る方 が多 い。

そ して，一度 つ くると， ３日間 は保存が きくとい う。

　 これが典型 的な常食 と考えてよいが， ココヤ シが入手で きるときは， その胚乳をけ

ず り， あ らか じめぬれサ ゴに混ぜてつ くることがある。 この方 がおい しい。 これを

ｓｅｉ　ｎａｎＯＰ とい う。

　 もっとも簡単 な調理法は，ぬれサゴを両手で まるあて，それを火の中 に入 れて焼 く。

あるい は乾 いた サゴデ ンプ ンの場合 はまるめてか ら表面を水 でぬ らす。 これを ｎａｍ－

ｂｕｎｉｎｉとい う。 表面 はこげ， その内側 は透 明にな り， さ らにその中 は火 が通 らず 白

っぽい。表面の こげた部分 を ａｍｂｕ　ａｓｍａｔといい， これはまず いという。 その内側

を ｎａｍｂｕ　ｅｉｍａｔといい， ここが うまい という。白い部分 は ｎａｍｂｕ　ｉｅｎｄａｎｉｋ とい

い，再 び水 を少 しつけて火 の中に入れ る。

　ｎａｍｂｕｎｉｎｉにも， もっと小 さいダ ンゴ状 に して火 に入 れるタイプがあ る。　 この場

合 は中にまで火 が通 る。 これを ｎａｍｂｕｎｉｎｉ　ｎａｎａｕｋ とい う。

　現在 ではフライパ ン（ｐａｒａｎ）も入 ってお り， これに うす くのば したサゴデ ンプ ンを
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図２３ サ ゴデ ンプ ンの 調 理 法

入れて焼いた ものを ｎａｍｂｕ　ｐａｒａｎ とい う。新 しい食べ方である。

　竹筒 に入 れて焼かれ ることもある。 これを ｎａｍｂｕ　ｋｅｉｈａｎｋｏＰ とい う。 また，葉
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につつんで焼 かれ ることも多い。 サゴデ ンプ ンだけをつつんで焼 くことがもっとも多

いが， これを ｎａｍｂｕ　ｗｏｒｇｉとい う。 同 じように葉 につつんで， さらに焼 き石で蒸 し

た ときは ｎａｍｂｕ　ｓｉａｍａｔという。

　葉 でつつんで焼 くとき，いろいろの ものが混ぜ られる。 コヨナ ッツの胚乳を加え る

と ｓｅｉ　ｎａｍｂｕ，サゴにつ く ａｕｋとい う幼虫を加 えると ａｕｋ　ｎａｍｂｕ，　ｍｅｉｎｏという野

生 のウ リの赤 いパ ルプ質のつ いた種子 をまぜ ると ｍｅｉｎｏ　ｎａｍｂｕ，　Ｇｎｅｔｕｍ　ｇｎｅｍｏｎ の

果実 （ｂｉａｎａｉｋ）を加え ると ｂｉａｎａｉｋ　ｎａｍｂｕ，バ ナナを加え ると ｎａｍｂｕ　ｙａｎｏ とい

う。 特 にフェイバナナの ｂｏｕｇｕｔを加え ることが多 いが， これを ｂｏｕｇｕｔ　ｎａｍｂｕ と

いう。 なお， これ らの葉 でつつ まれた ものが石焼 き （石蒸 し） にされ る１きは， ｓｅｉ

ｓｉａｍａｔのよ うによばれ る。

　パ ンダ ナスは必ず石焼 きに される。すで に述 べたよ うにサ ゴデシプ ンも石焼ｉきにさ

れ る し，イモ類，バ ナナ，肉類 も石焼 きにされ ることがあ る。特 にイモ類 はパ ンダ ナ

スの果実を石焼 きにす るときに，つ いで に石焼 きにされ る。 その際 には，イモ類 の皮

はむかれ る。

写真１３． 「パ ンダナスの髄部をけずる」 パンダナスの

　　　　果実を チョウナで ３つに割り， 髄部をけず

　　　　 る。

　 さて，パ ンダナスの場合は，縦 に

３分 され る。果実 の断面 は三角形で

あ り，それ にそわせて割 られ る。髄

部 は，チ ョウナ （ｍａｅｎａ，先端 の刃

が鉄器 にかわ った もの を ｏｓｕｍａｒｕ

という） でけず られ る。種子 のつ い

た部分 は丁寧 に水で洗われる。一方

で石を焼 き，石を とり出 して広げ，そ

の上にけず りとられた髄部 がのせ ら

れ る。イモ類 もこの ときのせ られ る。

その上 にパ ンダ ナスの赤 い種子のつ

いた ものをかぶせ るようにのせ る。

水がす くない ときは，少 しその上 に

かけ られる。 その上 にバ ナナなどの

大 きな葉 がかけ られ る。そ して，棒

や石 などで，葉が とばないようにお

さえ られ， ほとん ど冷た くな るまで

（１時間 ほど）放 置され る。
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写真 １４． １パ ンダナスの石焼き」焼き石の上に，髄部をおき，その上に種子のつ
いたパンダナスをおき，さらに葉でおおう。

パ ンダ ナスの髄部 はその ままたべ ら

れ るが， 種子 の方 は， 一度 ｔｕに集

め る。石焼 きにするとパ ルプ質が柔

らか くなる。 ｔｕ に さ らに少量の水

を くわえて，赤 いパルプ質 をゆるい

ペース ト状 にす る。 このままでもた

べ られ るし， このペース トをイモ類

やバ ナナにつ けてたべた りす る。種

子 ははき出され，食べ られない。

　石焼 きに も多少の変異 があ り，一

度 に多 くのイモや肉な どを蒸 すとき

は，上か らも焼 き石がおかれ る。 ま

た，パ ンノキの種子 を少量石焼 きに

するときは，大 きな葉の上 に種子 を

広 げ， その中 に石 を入れ，葉をつっ

んで しまう軽便法 もある。

　 イワム族 に新 しく入 った と思われ

る調理法 はタピオ カの料理 にみ られ

る。タ ピオカの根の皮 をむ き，お ろ

写真１５． １パ ンノキの種子の石焼き」 葉の上にパンノ

　　　　 キの種子を広げ， その上に焼いた石をのせ

　　　　 る。その後に葉でつつみ，冷たくなるまでお

　　　　 いておく。
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し板でお ろ して，汁を しぼ りとり，バ ナナの葉 でつつんで石焼 きにす る方法であ る。

これを ｐｅｋｕ　ｓｉｇａｒａｐ とよんでいる。 この方法は ミア ンミン族 のタロイモの調理法の

導入， あるいは毒抜 きの過程か ら派生 した ものか もしれない。

４．２．　 味 の認識 につ いて

　 イワム語には味 という語がある。ｈｉｋ という。 この形容 詞，　ｈｉｋｏｋは味のあ る，す

なわ ち，おい しい とい う意味であ り，その否定形 ｈｉｋａｍａｉは味 のない，すなわ ち，お

い しくない とい う意味であ る。ｈｉｋによいあるいは悪 い という語 を加えて ｈｉｋ　ｈａｉｔｎａ

（よい味），ｈｉｋ　ｐｉｎｅｉｋ （悪 い味） とい ういい方 もあるが，あ まりつかわれ ない。

　ｈｉｋｏｋ／ｈｉｋａｍａｉは味の評価 の語で あるが，それぞれの味 についての語 もあ る。 あま

いは ｈｉｋｏｋであ り， うまいと同 じ語 が用 いられている。す いは ｆｕｅｐｏｋａｅとい うが，

ｆｕｅ （腐 った）か ら派生 した語であ り，腐 った味 という意味 である。　ｅｉｋｏｋ は ｅｉ（ハ

エ） か らやはり派生 した語 で，ハエをたべた ときの ようないやな味を いう。 トウガラ

シの ような辛 い味 は ｙａ　ｏｋｕｎ （口があつい）／ｙａ　ｐｅｋｏｋ （口がもえる） といい， ビン

ロゥシのよ うなさすよ うな味 は ｙａ　ｏｓｕｎａｎｓｏ （口がバー とす る） という。 タバ コをか

んだ ときの苦 く， いが らっぽい味 は ｙａ　ｉｙｅｋｕｎ （口がいたい）， 野生のタ ロイモの よ

うにえ ぐい味 は ｙａ　ｈａｉｓｈｕｒｏ （口が こすれて いたい） とい う。

　 イ ワム族 は伝統的には塩 をつか っていなか った らしい。塩 という語 は ｓｏｌで ピジ ン

語 か ら入 った ことばであ る （英語の ｓａｌｔ）。 そ して，現在用 いて いる塩 の味 は ｈｉｋｏｋ

であ り，他の表現 法はない。

　 イ ワム族の人々にいろいろな食物 の 味 を き く と， ど の 人 も は じめ は ｈｉｋｏｋ と

ｈｉｋａｍａｉしか答えない。 それ をさ らに別 の表現 を求あ ると ｙａ　ｐｅｋｏｋのよ うな表現が
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でて くる。イワム族の人 々に とって，もっとも基本的な味の認識 はｈｉｋｏｋと ｈｉｋａｍａｉ

と思われ る。それは 「おい しい」 と 「おい しくない」の対立であると同時 に 「甘い」

と 「甘 くな い」の対立 である らしい。 そ して二 次的に派生 した語の中で， ｆｕｅｐｏｋａｅ

とｅｉｋｏｋが一語 として形成 されてお り， この方 が古いで あろう。そ して， さ らに口 と

組み合 された ｙａ　ｏｋｕｎや ｙａ　ｏｓｕｎａｎｓｏな どが加わ ったと思われ る。 そ して，塩味 は

「うまい」 の ｈｉｋｏｋ を 介 して 「甘 い」 と同 じ表現 がと られ るようにな った と考えて

よいであろ う。

　なお，調理 にはもともと調味料 と しては何 も用 いていなかった と思われる。後 に塩

とライムが入 り， これ らが用 い られているにす ぎない。 そ して， アライでは塩 さえ入

手で きず，現在で も用いない場合が多 い。 また，ライムはサゴデ ンプ ンか らｎａｎｏｐを

つ くるときに用 い られ る。そ して， それの味 として は ｆｕｅｐｏｋａｅに含 まれ るが，す い

味 よりも，む しろかお りの方 に重点がおかれているようであ る。

　 イワム族 の味 の認識 は， このように未分化 の状態であ り，非常 に興味深い例 である。

４．　３． 食 事 の と り 方

　食事 はきまった時間 にと られ るというわ けで はない。朝食，昼食 ，夕食 といった時

間による食事の区別 はな く，それに対応す る用語 もない。 また，主食 ・副食 とい った

区別 もなされて いない。 さ らに，モ ラルと して同 じ家 に住む人 々，あるいは炉を同 じ

くする人 々が共食す るとい うこともない。

　多 くの社会でみ られ る共食 は家族 の紐帯や あるグループの連帯感を高 めることに機

能 している場合が多 いが， イワム族 の食事 にはみ られない ものであ る。結婚式や葬式

において も共食 はみ られな い し，村をあげての厄祓 いの儀礼 において も，また イニ シ

エー ションの儀礼 において も共食 はみ られない。共食 とい う慣行 は普遍的な もので は

ないよ うである。

　 こうした ことの背景 には， 温 かい食物への嗜好 がな く， 一方で主食 とな る ｎａｎｏｐ

は保存 が きき，さ らに魚 や肉， カゲ ロウの葉 つつみ焼 き，パ ンノキの種子の蒸 し焼 き

あるい は焼 いた ものな どが ｙｅｎｏｋ に 食物 と して保存 されているということがある。

すなわち，調理 と食事の間 に時間的 につなが りがな く，切断されて いるとい うことで

ある。 もちろん，この切断が共食 を生み出させない理 由とい うわけで はない。

　ただ し，現在 では共食 に近 い ものがみ られる。 それ は外来 の ものと思われ る。筆者

のみた もの は， ローカル ・カ ゥンセルの設立式 と，筆者 自身のお別 れパ ーテ ィーであ

った。前者で は，メイ ・リバ ー行政区のカ ウ ンセラーとウェワクか らの役人が儀式 の
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中心であ り，カウンセ ラー として の宣誓のサイ ンをす る儀式 の後 に共食が行 なわれた。

サ ッマイモとブタの石焼 き料理で あったが，大 きな金ダ ライほどの容器 にい っぱ いそ

れ らをつめ こみ食事を はじめた。 まわ りには多 くの人 々が集 っていたが，その食事 に

は参加 しない。 中心 とな る人 々が充分 にとり，食べ は じめて しば らくす ると，残 りの

イモやわずかの肉はそれ らの人 々にふ るまわれた。 そ して，食物 を うけ とった人 々は，

うけとるが早 いか， その場か ら立ち去 り，歩 きなが ら食べ はじめた。 また，カゥ ンセ

ラー達 も，食べ残 しをかかえて会場 か ら消えてい った。

　儀礼 に際 して，大量の食物 （ｎａｎｏｐやブタ肉）が用意 されることはあ る。 しか し，

それ らはその場で食べ られ るのではな く， 「お もちかえ り」なので ある。 先のカ ゥン

セ ラーの受け とった イモや ブタ肉 も， 彼 らにとっては共食 と い う よ り 「お もちかえ

り」 の先食いのよ うなものであ ったのであろう。

　筆者 のお別れパーテ ィーも奇妙であ った。主賓の筆者 に好 きなだけ料理 を とらせ，

筆者が食べ終 るまで誰 も食 べない。筆者が食べ終 るとはじめて，村の人 々に分配 され

た。 もとより， この社会 にお別れパ ーテ ィーとい うものはない。 これ は先 のパ ーティ

ーを擬 して行なわれた ものである らしい。

　 とはいえ，夜 にはほとんどの人 は家 に帰 ってお り，炉のまわ りで共 に食事 を して い

ることもよ くみ られ る。 しか し，人 々はそれぞれ の好 きな ところにすわ り，勝手 に食

べてい る。む しろ， 自分の食べて いるものをみせ ないようにして食べて いる。たまた

ま，食事 をする時間がい っしょになった とい う感 じであ る。

　 容易に人 々の食事の仕方の実際をつかむ ことはできない。サゴ林や畑 にゆけば，そ

こで収穫 した ものを食べ る し， どこか らか帰 って くると棚 の上の ｎａｎｏｐを とり出 し，

ｙｅｎｏｋか ら魚 などの薫製の １片 を とり出 して食べ る。 また女達がイモやバ ナナを焼 い

て いると，それを ヒョイと受け とり食べ る。家 に何 もなければ畑 にい って サ トウキビ

をか じる。あ るいは何 か食べ ものが もって かえ られ るまで待 って いる。実際，空腹 に

はかな り強 い耐性があるよ うで ある。 こういう状態であるため，定量的に何 をどの位

食 べているのかを計ろ うと したが，す ぐにその試み は放棄 して しまった。

　 食事 に もマナーはある。食べてい るところに誰かがや ってきた ら，必ず食 べ るもの

を少 し渡す。何 もない ときは， 自分の食べているものを残 しその人 に与え る。一方，

訪 ねて きた人 は，食べている人 を正視 してはいけな い。必ず，他 の方を向いていなけ

ればな らない。

　 このマナーはねたみの回避 のために生れた ものであると考え られる。 イワム族の間

で はブラ ック ・マジ ックが強い影響力 をもち，他 の人 にう らみやねたみを もたれ るこ

６７６



吉 田　 パ プアニューギニア，イワム族の農耕に関す る民俗分類の予備的報告

とは極 めて危険な ことである。

　また，食事 にはほとんど水 をの まない。 そのた め， コップのような用具はない。 ま

た，基本 的には手 で食 べ るた め，スプー ンなどは用い られないが，パ ンダナスのペー

ス トを食 べた りす るときに ヒクイ ドリの骨 で作 られたスプー ンを用 いることがある。

５． お わ り に

　 イワム族 の栽培 か ら口にいた るまでの過程を述 べて きたが， ここで簡単 にま とめて

お こう。

　 （１）　 イ ワム族で は植物 とい うカテゴ リーがないわ けで はないが，植物を見 る彼 ら

に とって は食べ られるか どうかがよ り重要であ り，食物 の分類が基本 とな ってい る。

この ことは民俗分類 にとって は，意味領域の設定が非常 に大切であ ることを再認識 さ

せ る。

　 （２） ｎａｉｎｉｇｕ という概念 の発達を考察 した。 もともとは 「野生 の葉菜」を さ して

いたが， 栽培植物の葉菜が入 るとともに， 「畑 の葉菜」 と 「森の葉菜」 に分化 して く

る。 さらに，外 部のイ ンパ ク トを受 けて，「畑 の葉菜」の意味成分 の内，「畑」の成分

に重点が移 り， 「栽培植物」 とい う意味 に拡大 され るよ うになる。 そ して，他の畑の

作物 もこのカテゴ リーに吸収 されるようにな る，と考え られ る。

　 （３） 野生食用植物 として， サ トイモ科の Ｐｈｏｔｈｏｓ　ａｌｂｅｒｔｉｓｉｉや ＳｃｉｎｄａＰｓｕｓ　ｓｐ．がイ

ワム族で は利用 されて いるが， Ｐａｉｊ　ｍａｎｓの食用植物の リス トには見 られない もので

あ り， いままでに知 られて いなか った食用植物であ るらしい。 また， シダの Ｌｏｍａ－

ｇｒａｍｍａも報告 されていない種であ る。 イ ワム族 の野生植物の利用 はなかなか興 味深

い トピックであ る。

　 （４）　 サゴヤ シ９種 ，パ ンダ ナス ９種 ，サ トウキビ１３種 ，サツマイモ ６種，ヤ ムイ

モ ５種 の分類の基 本的な認識 を明 らかに した。 サゴヤ シの分類 はその所有 と，パ ンダ

ナスの分類 は収穫 の時期 と相関 してい ると考 え られ る。 しか し，他の作物 については
　 　 　 　 　 ド

混栽されるという以上にはその機能は明確ではない。また，タロイモ１８種，バナナ５１

種の分類については次回の調査の課題としたい。

　 （５）　イワム族の農耕は，メィ川の条件 と深 くかかわっている。すなわち，継続 し

ておこる土地の侵蝕および水のよどむ側での瀬の形成と彼 らの農耕のシステムがみご

とに調和 している。パ ンノキの栽培林は瀬の側につくられるが，発達する瀬に順次パ

ンノキの幼木が植えられ，森側ではつる性植物によって徐々に枯死 してゆき，この両
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方の作用によって常に一定のパンノキの林が維持されている。また，サゴヤシは川岸

近 くのものだけが採集されるが，そのサゴヤシの林 は川によって徐々に侵蝕され，常

に新 しいサゴヤシが川岸近 くに出現するようになる。そのため，村にもちかえってサ

ゴデンプンを採集することが可能となっている。畑も同様に川によって侵蝕され，そ

れらが川の中に水没する一方で，新しい土地が川近 くに出現 して くる。 こうした形で

イワム族の農耕は恒常性を保っているのである。

　（６） 栽培植物の品種の認識，実際の栽培法，季節との相関性などからみて，イワ

ム族の基本的な栽培植物はサゴヤシ，バナナ，タロイモ，パ ンノキ，パ ンダナスであ

ると考えられる。ヤムイモやサツマイモは恐 らく後に入 ったものであろう。ただし，

最近になって入ってきた トウモロコシは，彼 らの食物の調理法によく適合 し，非常な

勢いで彼 らの間に普及 しつつある。

　（７）　イワム族の調理の基本は 「蒸 し焼き」である。最 も普通の 「蒸 し焼 き」は葉

に包んで火の中に入れる方法である。それにつ ぐ方法は 「石蒸 し」である。サゴデ ン

プンのみが湯を用いる調理法があり，またさまざまの調理法がみられる （図２３）。

　（８）　イワム族にみられる味の認識は極めてシンプルなものである。　「うまい」と

「あまい」が分離せず，しかも他の味の語彙は他の語からの派生語であるか，合成語

である。他の文化の味の認識を比較するとき，この例は常に対照とされるであろう興

味深い例である。

　（９） 共食というものが，本当に人間にとって普遍的なものかどうか，イワム族の

食事の仕方は疑問をなげかける。日常においてだけでなく，儀礼の場においても共食

は見 られないからである。 しか し，この点についてはさらに詳 しい調査が必要と考え

られる。

　以上のような点を，できるかぎり彼 らの分類的概念で記述 しようとした。 しかし，

タロイモやバナナの項でみ られるように，十分に彼らの分類概念をつかめなかった も

のもある。そ して，それらだけでなく，なお多 くの理解できていないことがある。そ

れらについては次回の調査で明 らかにしたいと考えている。

　実は，ここで一部分をしめしたような民俗分類的な視点で，さらにイワム族のさま

ざまな側面を書き出そうとしている。この報告は不充分ながらその第一番 目のもので

ある。再度の調査が可能であるなら，ここで解決できなかった点も含あて，さらに書

き進めたいと考えている。
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た い 。
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